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2議会だより
日野町議会

2024.５.15

予算特別委員会

１．未来を担うひとづくり 
○小学校教育振興事業　3,366万4千円

・地域教育用副読本「わたしたちの日野」の改訂【新規】329万2千円
○児童健全育成事業　1億3,646万8千円
・桜谷地区学童保育所「さくらんぼ」の保育室拡張工事
　【新規】1,118万9千円

○国民スポーツ大会運営事業　600万円
・わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ日野町実行委員会負担金【新規】600万円

２．暮らしを支えるしごとづくり 
○担い手育成対策事業（農業経営）　909万9千円
・地域計画策定支援補助金【新規】250万円（地域計画＝旧「人・農地プラン」の新版）

○農村整備事業（農道・集落道事業）　810万円
・日野東部地区広域農道石子山トンネル長寿命化設計委託【新規】810万円

○観光施設整備事業　250万円
・旧平和堂日野店跡地へのトイレ整備にかかる設計業務委託【新規】250万円

３．安心、助け合いのくらしづくり 
○在宅高齢者福祉推進支援事業　170万9千円
・介護人材確保対策事業補助金【新規】50万円（町内の介護サービス事業所）

４．住みたくなる都市基盤づくり 
○バス等運行事業　1億223万1千円
・ＡＩオンデマンド交通運行【新規】1,842万2千円
　（令和6年10月から始まるＡＩオンデマンド交通「チョイソコひの」の運行委託）

○都市計画総務事務事業　616万1千円
・日野町空家等除却事業補助金
　【新規】160万円（特定空家や危険空家の除却工事への補助）

○公園管理運営事業　1億5,855万1千円
・大谷公園テニスコートおよび照明改修・外灯改修工事、
　プール解体工事【新規】1億100万円
・大谷公園野球場・グラウンド照明改修工事設計業務委託等
　【新規】759万5千円

５．みんなではぐくむ地域づくり 
○デジタル田園都市国家構想交付金事業　1億991万2千円
・古地図の電子化【新規】782万8千円
　（町内周遊・魅力再発見等のための古地図のオープンデータ化）

質疑応答の中から抜粋
Ｑ．�デジタル田園都市国家構想交付金事業のうち就農体験ツアーについて、事業内容と町の農業にどのよう
な効果があるのか。

Ａ．�就農体験ツアーは、町外の就農希望者を対象に、町の食と農業の魅力を伝え、町内農家で体験いただく内
容となっており、令和４年度から取り組んでいる。令和４年度は、日帰りツアーを1回開催し8名参加、令
和5年度は日帰りツアーを1回で8名参加、1泊2日のツアーは2回開催し、8名と7名の参加をいただいた。農
業の担い手不足が課題となっており、町外から就農に来ていただくことで担い手確保につながればと考
えている。

Ｑ．�農家民泊の受け入れ状況はどうか。また、石子山トンネルの改修はどのようなものか。
Ａ．�一般社団法人近江日野交流ネットワークによる農家民泊の受け入れについて、令和4年度はコロナ禍の
ため日帰りのみの対応で145名を、令和5年度は宿泊受け入れを再開し676名を受け入れた。令和6年度は
約900名を受け入れの予定であり、徐々に回復の状況である。また、日野東部地区広域農道石子山トンネ
ルの改修については、照明のＬＥＤ化等を行うもの。

Ｑ．�スポーツ振興事業について。スケートボード場の整備はどうなっているか。
Ａ．�スケートボード場については署名活動もいただき多くの要望がある。大谷公園やわたむきホール虹など
を含めて議論している。またスポーツとして整備するのか、居場所として整備するのか、さらに料金をど
うするかなど、今後議論が必要。

討論と採決
　3月11日から3日間にわたり予算特別委員会を開催し、令和5年度日野町一般会計補正予算（第8号）な
らびに令和6年度日野町一般会計予算の2議案の審査を終えました。担当課からていねいな予算説明が行
われ、各委員からはその説明に対し質問や意見が数多く出されました。
　3日目の終盤では、提案された2議案について討論と採決を行い、２議案とも討論はなく、つづいて採
決の結果、全委員賛成により原案どおり可決すべきものと決しました。

令和5年度  一般会計補正予算（第8号）　全委員賛成で可決
　補正の規模は2億4,102万6千円の増で、予算総額は歳入歳出それぞれ107億5,936万8千円となりまし
た。補正の多くは年度末による各事業の経費の精算（減額）ですが、これを除く主な補正は次のとお
りです。
路線バス対策事業� 161万3千円� 子育て未来基金積立金� 5,300万円�
情報システム整備基金積立金� �6,000万円� 児童福祉事務事業� 212万1千円�
戸籍住民基本台帳事務事業� 229万8千円� 障害者総合支援事業� 1,026万6千円�
交通安全対策事業（通学路緊急対策）　　2,517万6千円

質疑応答の中から抜粋
Ｑ．�子育て未来基金積立金について、こども園を建てるのに数億円必要と思うが、さらに積み立てる必要が
あるのではないか。

Ａ．�令和3年度に幼稚園、保育園、こども園の整備等に必要となる費用を試算したところ17億円となり、その1
割にあたる1億7千万円を積み立て、今回も5,300万円上乗せした。

Ｑ．�婚活支援事業について、3月に2つの事業を実施したと聞くがどのような内容であったか。
Ａ．�2つの事業のうち、必佐地区の事業では男性10人、女性6人が参加。南比都佐地区の事業では男性11人、女
性8人が参加され、7組のカップルが成立したと聞いている。

　  なお、ほかに令和5年度一般会計補正予算（第9号）は、補正の規模は953万円の増、ま
た令和6年度一般会計補正予算（第1号）は、補正の規模は950万円の増でともに全委
員賛成で可決すべきものと決しました。

令和６年度  一般会計当初予算は全委員賛成で可決 ３月定例会
～支出は増加、町税は減収見込みで、予算編成は厳しい状況～
一般会計の予算規模は99億3,500万円で、前年度比3億9,100万円（4.1％）の増となりました。一方、町

税収入では町民税（法人税割）が大幅な減となり、固定資産税等を含む町税総額は34億8,602万1千円の見
込みで、約1億3千万円の減（△3.6％）となり、不足分は地方交付税や地方特例交付金等があてられます。
新年度は住民の生活を支える基礎的自治体として、希望のある未来へつながるようにとの想いから「時

代の変化に対応し、日野の未来を育てる予算」として「５つの政策の柱」に基づき事業が実施されます。
ここでは新規の主な事業について紹介します。

学童保育所「さくらんぼ」の様子

「チョイソコひの」実証実験

老朽化した大谷公園プール
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日野町議会

2024.５.15

予算特別委員会

１．未来を担うひとづくり 
○小学校教育振興事業　3,366万4千円

・地域教育用副読本「わたしたちの日野」の改訂【新規】329万2千円
○児童健全育成事業　1億3,646万8千円
・桜谷地区学童保育所「さくらんぼ」の保育室拡張工事
　【新規】1,118万9千円

○国民スポーツ大会運営事業　600万円
・わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ日野町実行委員会負担金【新規】600万円

２．暮らしを支えるしごとづくり 
○担い手育成対策事業（農業経営）　909万9千円
・地域計画策定支援補助金【新規】250万円（地域計画＝旧「人・農地プラン」の新版）

○農村整備事業（農道・集落道事業）　810万円
・日野東部地区広域農道石子山トンネル長寿命化設計委託【新規】810万円

○観光施設整備事業　250万円
・旧平和堂日野店跡地へのトイレ整備にかかる設計業務委託【新規】250万円

３．安心、助け合いのくらしづくり 
○在宅高齢者福祉推進支援事業　170万9千円
・介護人材確保対策事業補助金【新規】50万円（町内の介護サービス事業所）

４．住みたくなる都市基盤づくり 
○バス等運行事業　1億223万1千円
・ＡＩオンデマンド交通運行【新規】1,842万2千円
　（令和6年10月から始まるＡＩオンデマンド交通「チョイソコひの」の運行委託）

○都市計画総務事務事業　616万1千円
・日野町空家等除却事業補助金
　【新規】160万円（特定空家や危険空家の除却工事への補助）

○公園管理運営事業　1億5,855万1千円
・大谷公園テニスコートおよび照明改修・外灯改修工事、
　プール解体工事【新規】1億100万円
・大谷公園野球場・グラウンド照明改修工事設計業務委託等
　【新規】759万5千円

５．みんなではぐくむ地域づくり 
○デジタル田園都市国家構想交付金事業　1億991万2千円
・古地図の電子化【新規】782万8千円
　（町内周遊・魅力再発見等のための古地図のオープンデータ化）

質疑応答の中から抜粋
Ｑ．�デジタル田園都市国家構想交付金事業のうち就農体験ツアーについて、事業内容と町の農業にどのよう
な効果があるのか。

Ａ．�就農体験ツアーは、町外の就農希望者を対象に、町の食と農業の魅力を伝え、町内農家で体験いただく内
容となっており、令和４年度から取り組んでいる。令和４年度は、日帰りツアーを1回開催し8名参加、令
和5年度は日帰りツアーを1回で8名参加、1泊2日のツアーは2回開催し、8名と7名の参加をいただいた。農
業の担い手不足が課題となっており、町外から就農に来ていただくことで担い手確保につながればと考
えている。

Ｑ．�農家民泊の受け入れ状況はどうか。また、石子山トンネルの改修はどのようなものか。
Ａ．�一般社団法人近江日野交流ネットワークによる農家民泊の受け入れについて、令和4年度はコロナ禍の
ため日帰りのみの対応で145名を、令和5年度は宿泊受け入れを再開し676名を受け入れた。令和6年度は
約900名を受け入れの予定であり、徐々に回復の状況である。また、日野東部地区広域農道石子山トンネ
ルの改修については、照明のＬＥＤ化等を行うもの。

Ｑ．�スポーツ振興事業について。スケートボード場の整備はどうなっているか。
Ａ．�スケートボード場については署名活動もいただき多くの要望がある。大谷公園やわたむきホール虹など
を含めて議論している。またスポーツとして整備するのか、居場所として整備するのか、さらに料金をど
うするかなど、今後議論が必要。

討論と採決
　3月11日から3日間にわたり予算特別委員会を開催し、令和5年度日野町一般会計補正予算（第8号）な
らびに令和6年度日野町一般会計予算の2議案の審査を終えました。担当課からていねいな予算説明が行
われ、各委員からはその説明に対し質問や意見が数多く出されました。
　3日目の終盤では、提案された2議案について討論と採決を行い、２議案とも討論はなく、つづいて採
決の結果、全委員賛成により原案どおり可決すべきものと決しました。

令和5年度  一般会計補正予算（第8号）　全委員賛成で可決
　補正の規模は2億4,102万6千円の増で、予算総額は歳入歳出それぞれ107億5,936万8千円となりまし
た。補正の多くは年度末による各事業の経費の精算（減額）ですが、これを除く主な補正は次のとお
りです。
路線バス対策事業� 161万3千円� 子育て未来基金積立金� 5,300万円�
情報システム整備基金積立金� �6,000万円� 児童福祉事務事業� 212万1千円�
戸籍住民基本台帳事務事業� 229万8千円� 障害者総合支援事業� 1,026万6千円�
交通安全対策事業（通学路緊急対策）　　2,517万6千円

質疑応答の中から抜粋
Ｑ．�子育て未来基金積立金について、こども園を建てるのに数億円必要と思うが、さらに積み立てる必要が
あるのではないか。

Ａ．�令和3年度に幼稚園、保育園、こども園の整備等に必要となる費用を試算したところ17億円となり、その1
割にあたる1億7千万円を積み立て、今回も5,300万円上乗せした。

Ｑ．�婚活支援事業について、3月に2つの事業を実施したと聞くがどのような内容であったか。
Ａ．�2つの事業のうち、必佐地区の事業では男性10人、女性6人が参加。南比都佐地区の事業では男性11人、女
性8人が参加され、7組のカップルが成立したと聞いている。

　  なお、ほかに令和5年度一般会計補正予算（第9号）は、補正の規模は953万円の増、ま
た令和6年度一般会計補正予算（第1号）は、補正の規模は950万円の増でともに全委
員賛成で可決すべきものと決しました。

令和６年度  一般会計当初予算は全委員賛成で可決 ３月定例会
～支出は増加、町税は減収見込みで、予算編成は厳しい状況～
一般会計の予算規模は99億3,500万円で、前年度比3億9,100万円（4.1％）の増となりました。一方、町

税収入では町民税（法人税割）が大幅な減となり、固定資産税等を含む町税総額は34億8,602万1千円の見
込みで、約1億3千万円の減（△3.6％）となり、不足分は地方交付税や地方特例交付金等があてられます。
新年度は住民の生活を支える基礎的自治体として、希望のある未来へつながるようにとの想いから「時

代の変化に対応し、日野の未来を育てる予算」として「５つの政策の柱」に基づき事業が実施されます。
ここでは新規の主な事業について紹介します。

学童保育所「さくらんぼ」の様子

「チョイソコひの」実証実験

老朽化した大谷公園プール
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4議会だより
日野町議会

2024.５.15

総務常任委員会
付託議案

●議第11号　 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制
定について

●議第12号　 日野町行政手続条例および日野町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

●議第13号　 日野町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用および特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

●議第14号　 特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

Q．�日野町学校・子ども支援連絡協議会（以下、甲）および、日野町学校・子どもいじめ問題対策委員会（以下、乙）
の定数に対して就任されている人数は？日野町いじめ問題調査委員会（以下、丙）は常設されているのか、
調査対象の事象が発生した時に召集されるのか？

A．�甲は定員８人以内で８人、乙は、定員５人以内で５人就任しています。乙では、重大な事態が発生した時に
調査を行い、更に調査が必要と判断された場合は、町長部局に設置された丙に内容を報告し、再調査を行う
ことができることとなっています。

●議第33号　令和６年度日野町西山財産区会計予算について

付託議案の採決
●議第11号～議第14号　●議第33号　全委員賛成で可決すべきものと決しました。

調査・研究
日野町の災害時の対応（風水害、地震、日頃からの備え、能登半島地震対応）について　意見交換

日野町の災害時の対応について能登半島地震から学ぶ
議会改革特別委員会

次
ペ
ー
ジ
は
▼

委
員
会
か
ら
の
報
告

～調査研究実践改善「前進する議会」～
議会内PT（プロジェクトチーム）の進捗報告
●閉会中にも調査研究を継続する
１.ICTチーム（後藤、中西、柚木）
目的：デジタル活用により議会力向上と効率化を図る

　 調査・研究
○主な導入メリット・・・
　　�資料をデジタル化し蓄積、検索ができる。あらゆる情
報の素早い共有を容易にする�

　　⇒�業務の効率化と働き方改革に寄与する
　　・３月４日タブレット端末デモンストレーションを実施

○今後期待できる副次的な効果・・・�
　　情報公開を前提とした資料づくり。また、災害時などの迅速な緊急対応

○NextAction・・・導入費用試算、総務課との協議継続

２.広報広聴チーム（野矢、谷口、福永）
目的：住民の意見を収集し政策へ反映しやすくする

　 調査・研究
○議員PRコーナーの設置・・・�
　　図書館12月１日～24日、各公民館（３週間ずつ）
　　必佐公民館３月１日～　、日野公民館３月23日～
　　西大路公民館４月13日～、鎌掛公民館５月７日～
　　南比都佐公民館５月25日～、西桜谷公民館６月15日～
　　東桜谷公民館７月６日～
○日野町議会出前懇談会制度の整備・・・
　　�議会へ直接ご意見を届けやすくするため、議会出前懇談会制度を設けました。
　　詳細は19ページ（下段）をご覧ください。
○NextAction・・・議会モニター制度の検討

３.待遇改善チーム（川東、西澤、松田）
目的：議員活動と暮らしを両立できる待遇を目指す

　 調査・研究
○現状把握・・・�全国町村議会議長会の調査結果「議員報酬・政務活動費の充実に向けた論点と手引

き」参照（※web検索によりご覧いただけます）
○論点の整理・・・�政務活動費は研究対象から外し参考材料にとどめることとする
○NextAction・・・�日野町と類似規模などの先進地調査研究を継続（視察もあり）

４.通年議会チーム（山本、加 、髙橋）
目的：緊急時でも迅速に対応できる議会の体制を整備する

　 調査・研究
○現状把握・・・全国他市町の状況確認
○NextAction・・・メリットデメリットの整理、議員への意見聴取、総務課との協議

産業建設常任委員会
付託議案

●議第15号　日野町使用料条例の一部を改正する条例の制定について
　大谷公園野球場の改修に伴い本部席に冷暖房設備を設置、その使用料を定めるための条例改正。

●議第20号　日野町営住宅の設置および管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律の一部を改正する法律の制定公布に伴う
条例改正。関連条文の変更から条例の一部を改めるもの。

●議第28号　令和5年度日野町下水道事業会計補正予算(第3号)
●議第35号　令和6年度日野町下水道事業会計予算

付託議案の質疑と討論･採決
　議第15号では、使用料額の制定根拠などが問われました。議第20号では、町営住宅の役割や入居条件に
関わって、また、本改正に関わるような事例が当町でもあるのか、などが問われました。
　議第28号では会計統合による差異や課題が、議第35号では雨水排水整備の令和6年度計画、農業集落排
水と公共下水道の統合計画、工業団地での公共下水道利用推進活動などが問われました。
●４議案とも反対討論はなく、一括採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

大谷公園野球場本部席に冷暖房設備を設置、新たに時間100円の使用料
議会PRコーナー（図書館）

タブレット端末デモンストレーション
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総務常任委員会
付託議案

●議第11号　 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制
定について

●議第12号　 日野町行政手続条例および日野町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

●議第13号　 日野町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用および特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

●議第14号　 特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

Q．�日野町学校・子ども支援連絡協議会（以下、甲）および、日野町学校・子どもいじめ問題対策委員会（以下、乙）
の定数に対して就任されている人数は？日野町いじめ問題調査委員会（以下、丙）は常設されているのか、
調査対象の事象が発生した時に召集されるのか？

A．�甲は定員８人以内で８人、乙は、定員５人以内で５人就任しています。乙では、重大な事態が発生した時に
調査を行い、更に調査が必要と判断された場合は、町長部局に設置された丙に内容を報告し、再調査を行う
ことができることとなっています。

●議第33号　令和６年度日野町西山財産区会計予算について

付託議案の採決
●議第11号～議第14号　●議第33号　全委員賛成で可決すべきものと決しました。

調査・研究
日野町の災害時の対応（風水害、地震、日頃からの備え、能登半島地震対応）について　意見交換

日野町の災害時の対応について能登半島地震から学ぶ
議会改革特別委員会
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議会内PT（プロジェクトチーム）の進捗報告
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　 調査・研究
○議員PRコーナーの設置・・・�
　　図書館12月１日～24日、各公民館（３週間ずつ）
　　必佐公民館３月１日～　、日野公民館３月23日～
　　西大路公民館４月13日～、鎌掛公民館５月７日～
　　南比都佐公民館５月25日～、西桜谷公民館６月15日～
　　東桜谷公民館７月６日～
○日野町議会出前懇談会制度の整備・・・
　　�議会へ直接ご意見を届けやすくするため、議会出前懇談会制度を設けました。
　　詳細は19ページ（下段）をご覧ください。
○NextAction・・・議会モニター制度の検討
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○NextAction・・・メリットデメリットの整理、議員への意見聴取、総務課との協議

産業建設常任委員会
付託議案

●議第15号　日野町使用料条例の一部を改正する条例の制定について
　大谷公園野球場の改修に伴い本部席に冷暖房設備を設置、その使用料を定めるための条例改正。

●議第20号　日野町営住宅の設置および管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律の一部を改正する法律の制定公布に伴う
条例改正。関連条文の変更から条例の一部を改めるもの。

●議第28号　令和5年度日野町下水道事業会計補正予算(第3号)
●議第35号　令和6年度日野町下水道事業会計予算

付託議案の質疑と討論･採決
　議第15号では、使用料額の制定根拠などが問われました。議第20号では、町営住宅の役割や入居条件に
関わって、また、本改正に関わるような事例が当町でもあるのか、などが問われました。
　議第28号では会計統合による差異や課題が、議第35号では雨水排水整備の令和6年度計画、農業集落排
水と公共下水道の統合計画、工業団地での公共下水道利用推進活動などが問われました。
●４議案とも反対討論はなく、一括採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

大谷公園野球場本部席に冷暖房設備を設置、新たに時間100円の使用料
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令和令和６６年年３３月月
一般質問内容一般質問内容およびおよび発言順序発言順序
町政全般に関する方針や事業について、町政全般に関する方針や事業について、
12人の議員が一般質問を行いました。12人の議員が一般質問を行いました。

議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、
スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。
本会議の模様をインターネットで配信しています。本会議の模様をインターネットで配信しています。
（ライブ中継・録画中継）（ライブ中継・録画中継）
�一般質問において議員が使用した資料をインターネットでご覧いただけ�一般質問において議員が使用した資料をインターネットでご覧いただけ
ます。ます。

上の二次元コードを読み取ると上の二次元コードを読み取ると
一般質問の録画が視聴できます。一般質問の録画が視聴できます。

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容 ページ

1 谷
たに
口
ぐち
　智
とも
哉
や 1	 日野町役場の働き方改革は進んでいるか

2	 日野町立図書館は何のためにあるのか？ P. ８

2 髙
たか
橋
はし
　源
げん
三
ざぶ
郎
ろう 1	 集中力と瞬発力を鍛える「こどもかるた会」の推進を

2	 少子化対策として若い人たちの同窓会に補助金を P. ９

3 西
にし
澤
ざわ
　正
まさ
治
はる

1	 少子高齢化による字内役員の選出難題について P.19

4 福
ふく
永
なが
　晃
あき
仁
ひと 1	 「出会いの場の創出」少子化と20年先を見据えて

2	 学童保育の今、そしてこれから P.10

5 川
かわ
東
ひがし
　昭
あき
男
お

1	 日野町スポーツ協会の提案書に対する町の対応について P.11

6 山
やま
本
もと
　秀
ひで
喜
き

1	 「日野町の少子化、人口減少対策」は待った無しだが？
2	 	「わたむき自動車プロジェクト」通勤バス実証実験の今
年度見送りと町営バスの運行について

3	 「子育てにやさしい町、こどもまんなかの日野町に」第２弾

P.12

7 中
なか
西
にし
　佳
けい
子
こ 1	 女性の視点を生かした防災対策を

2	 大谷公園の施設整備や機能強化について P.13

8 松
まつ
田
だ
　洋
よう
子
こ 1	 介護・障害福祉・保育所での人手不足について

2	 大規模な自然災害に対する町の支援体制について P.14

9 柚
ゆの
木
き
　記

き
久
く
雄
お 1	 わたむき自動車プロジェクト「チョイソコひの」について

2	 綿向山に急増する冬季の登山者駐車場について P.15

10 野
の
矢
や
　貴
たか
之
ゆき 1	 日野町社会教育における課題は？

2	 自己実現のために行政には何ができる？ P.16

11 加
か とう
　和
かず
幸
ゆき 1	 	わたむき自動車プロジェクト（その７）通勤バス実証実

験の中止をどう総括するか
2	 教員の長時間労働と教員不足をどうするか

P.17

12 後
ご
藤
とう
　勇
ゆう
樹
き 1	 町総合計画と町長のマニフェストから見る新年度予算編成

2	 名神名阪連絡道路計画の課題と見通しを問う P.18

厚生常任委員会
付託議案
当委員会に付託された議案は、条例の一部改正６件、特別会計の令和５年度補正予算４件、令和６年度

当初予算４件の14件です。特に、次の２件の概要は次のとおりです

●議第17号　日野町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
　令和６年度から新たに始まる「第９期日野町高齢者福祉計画・介護保険事業計画（令和６～８年度）」の
策定に伴い介護保険料に関する部分等が次のとおり改正されました。
・介護保険料の基準額は6,200円/月（74,400円/年）で据え置きとなります。
・�保険料の所得段階は12段階から15段階へ変更となり、本人が住民税課税で合計所得金額320万円以上の区
分が４段階から７段階へと細かく区分されました。

●議第21号　日野町上水道給水条例の一部を改正する条例の制定について
　１か月あたりの基本料金は口径13ｍｍの場合は350円、口径20ｍｍの場合は700円の値下げになります。
※甲賀市水道事業の南比都佐地区および工場など25mm以上の口径のものは対象外となります

Q．５年ごとに水道料金を再検討するのか。
A．災害や管路更新、人口減少などの要因をふまえ、バランスを見る必要があります。
Q．将来世代に負担を先送りしていないか。
A．10年後において万が一１年間収入がなくても耐えられる財政計画です。

付託議案の採決
14件の付託案件はすべて反対討論なく採決→全委員賛成で可決すべきものと決しました。

介護保険料改正と水道料金値下げ

空家対策特別委員会

　台風や災害時において、管理不全の建築物などが、近隣住宅や施設、道路などに対して倒壊や損壊による
被害を及ぼす可能性がある場合であっても、現行法の、いわゆる緊急安全措置は空家法には盛り込まれてい
ないため、近江八幡市、高島市等の先進事例を参考に、当町においても条例制定を目指し、６月定例会まで
に草案を作成する。

令和6年度における日野町の空家対策指針

管理不全の空家に対する緊急安全措置条例（仮）制定に向けて

危険空家対応について 空家バンクについて

空家全数調査の実施
物件登録の推進
（現在、利用希望者登録100件に対して物件登録数2件）

空家実態調査の実施 会計年度任用職員の増員（現状１名→２名体制へ）

危険空家に対する適正な管理を促す通知 全町区長会での情報提供依頼

空家等除却支援事業補助金制度の創設 「広報ひの」での案内、出前講座

除却促進セミナーの実施
固定資産情報をもとにした空家所有者への働きかけ

空家実態調査に基づく、活用可能物件所有者への働きかけ
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令和令和６６年年３３月月
一般質問内容一般質問内容およびおよび発言順序発言順序
町政全般に関する方針や事業について、町政全般に関する方針や事業について、
12人の議員が一般質問を行いました。12人の議員が一般質問を行いました。

議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、
スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。
本会議の模様をインターネットで配信しています。本会議の模様をインターネットで配信しています。
（ライブ中継・録画中継）（ライブ中継・録画中継）
�一般質問において議員が使用した資料をインターネットでご覧いただけ�一般質問において議員が使用した資料をインターネットでご覧いただけ
ます。ます。

上の二次元コードを読み取ると上の二次元コードを読み取ると
一般質問の録画が視聴できます。一般質問の録画が視聴できます。

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容 ページ

1 谷
たに
口
ぐち
　智
とも
哉
や 1	 日野町役場の働き方改革は進んでいるか

2	 日野町立図書館は何のためにあるのか？ P. ８

2 髙
たか
橋
はし
　源
げん
三
ざぶ
郎
ろう 1	 集中力と瞬発力を鍛える「こどもかるた会」の推進を

2	 少子化対策として若い人たちの同窓会に補助金を P. ９

3 西
にし
澤
ざわ
　正
まさ
治
はる

1	 少子高齢化による字内役員の選出難題について P.19

4 福
ふく
永
なが
　晃
あき
仁
ひと 1	 「出会いの場の創出」少子化と20年先を見据えて

2	 学童保育の今、そしてこれから P.10

5 川
かわ
東
ひがし
　昭
あき
男
お

1	 日野町スポーツ協会の提案書に対する町の対応について P.11

6 山
やま
本
もと
　秀
ひで
喜
き

1	 「日野町の少子化、人口減少対策」は待った無しだが？
2	 	「わたむき自動車プロジェクト」通勤バス実証実験の今
年度見送りと町営バスの運行について

3	 「子育てにやさしい町、こどもまんなかの日野町に」第２弾

P.12

7 中
なか
西
にし
　佳
けい
子
こ 1	 女性の視点を生かした防災対策を

2	 大谷公園の施設整備や機能強化について P.13

8 松
まつ
田
だ
　洋
よう
子
こ 1	 介護・障害福祉・保育所での人手不足について

2	 大規模な自然災害に対する町の支援体制について P.14

9 柚
ゆの
木
き
　記

き
久
く
雄
お 1	 わたむき自動車プロジェクト「チョイソコひの」について

2	 綿向山に急増する冬季の登山者駐車場について P.15

10 野
の
矢
や
　貴
たか
之
ゆき 1	 日野町社会教育における課題は？

2	 自己実現のために行政には何ができる？ P.16

11 加
か とう
　和
かず
幸
ゆき 1	 	わたむき自動車プロジェクト（その７）通勤バス実証実

験の中止をどう総括するか
2	 教員の長時間労働と教員不足をどうするか

P.17

12 後
ご
藤
とう
　勇
ゆう
樹
き 1	 町総合計画と町長のマニフェストから見る新年度予算編成

2	 名神名阪連絡道路計画の課題と見通しを問う P.18

厚生常任委員会
付託議案
当委員会に付託された議案は、条例の一部改正６件、特別会計の令和５年度補正予算４件、令和６年度

当初予算４件の14件です。特に、次の２件の概要は次のとおりです

●議第17号　日野町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
　令和６年度から新たに始まる「第９期日野町高齢者福祉計画・介護保険事業計画（令和６～８年度）」の
策定に伴い介護保険料に関する部分等が次のとおり改正されました。
・介護保険料の基準額は6,200円/月（74,400円/年）で据え置きとなります。
・�保険料の所得段階は12段階から15段階へ変更となり、本人が住民税課税で合計所得金額320万円以上の区
分が４段階から７段階へと細かく区分されました。

●議第21号　日野町上水道給水条例の一部を改正する条例の制定について
　１か月あたりの基本料金は口径13ｍｍの場合は350円、口径20ｍｍの場合は700円の値下げになります。
※甲賀市水道事業の南比都佐地区および工場など25mm以上の口径のものは対象外となります

Q．５年ごとに水道料金を再検討するのか。
A．災害や管路更新、人口減少などの要因をふまえ、バランスを見る必要があります。
Q．将来世代に負担を先送りしていないか。
A．10年後において万が一１年間収入がなくても耐えられる財政計画です。

付託議案の採決
14件の付託案件はすべて反対討論なく採決→全委員賛成で可決すべきものと決しました。

介護保険料改正と水道料金値下げ

空家対策特別委員会

　台風や災害時において、管理不全の建築物などが、近隣住宅や施設、道路などに対して倒壊や損壊による
被害を及ぼす可能性がある場合であっても、現行法の、いわゆる緊急安全措置は空家法には盛り込まれてい
ないため、近江八幡市、高島市等の先進事例を参考に、当町においても条例制定を目指し、６月定例会まで
に草案を作成する。

令和6年度における日野町の空家対策指針

管理不全の空家に対する緊急安全措置条例（仮）制定に向けて

危険空家対応について 空家バンクについて

空家全数調査の実施
物件登録の推進
（現在、利用希望者登録100件に対して物件登録数2件）

空家実態調査の実施 会計年度任用職員の増員（現状１名→２名体制へ）

危険空家に対する適正な管理を促す通知 全町区長会での情報提供依頼

空家等除却支援事業補助金制度の創設 「広報ひの」での案内、出前講座

除却促進セミナーの実施
固定資産情報をもとにした空家所有者への働きかけ

空家実態調査に基づく、活用可能物件所有者への働きかけ
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一 質般 問

日野町役場の働き方改革は進んでいるか
まだ効果が出ておらず道半ば

　
日
野
町
役
場
は
住

民
福
祉
の
担
い
手
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、多
く
の
職
員
を
雇

用
し
て
い
る「
職
場
」と
し
て

も
町
民
や
企
業
の
手
本
と
な

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
私
は
、

日
野
町
役
場
は
町
内
の
ど
の

企
業
よ
り
も
先
進
的
に「
働

き
方
改
革
」に
つ
い
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。そ
こ
で

①
夜
９
時
・
10
時
ま
で
役
場

に
明
か
り
が
つ
い
て
い
る
状

態
は
、職
員
の
や
り
が
い
や

組
織
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向

上
、多
様
な
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
が
で
き
て

い
る
と
思
い
ま
す
か
。

②「
働
き
方
・
業
務
改
革
推
進

本
部
」は
現
在
ま
で
ど
の
よ
う

な
動
き
を
し
て
き
ま
し
た
か
。

①
昨
年
８
月
に「
働

き
方
・
業
務
改
善
推

進
本
部
」を
立
ち
上
げ
働
き

方
の
改
善
に
向
け
て
歩
み
始

め
た
と
こ
ろ
で
、ま
だ
効
果

が
出
て
お
ら
ず
道
半
ば
と
い

っ
た
状
況
で
す
。

②
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
部
会
で

は
テ
ー
マ
を「
業
務
効
率
化
に

よ
り
時
間
を
生
み
出
し
、更
な

る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

成
長
を
し
続
け
る
組
織
を
目

指
す
」と
し
、さ
ら
に
目
標
と

し
て「
時
間
、人
、お
金
の
無
駄

を
な
く
す
」「
多
様
な
働
き
方

が
で
き
る
組
織
風
土
を
作
る
」

「
生
き
生
き
と
働
く（
や
り
が

い
を
感
じ
て
働
く
）職
員
を
増

や
す
」を
柱
に
、職
員
の
働
き

方
に
関
す
る
意
識
や
考
え
方

を
確
認
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
業
務
改
善
部
会
で
は
、オ

ン
ラ
イ
ン
で
他
市
町
と
の
意

見
交
換
を
し
て
情
報
収
集
に

努
め
、ま
た
、各
職
場
を
巡
回

し
職
員
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
し
、多
く
の
意
見
を
聴

取
し
、そ
の
中
か
ら
い
く
つ

か
の
業
務
改
善
内
容
に
優
先

順
位
を
つ
け
、よ
り
多
く
の

職
員
に
共
通
し
た
業
務
の
改

善
案
や
改
善
に
向
け
た
課
題

の
検
討
と
、比
較
的
短
期
間

で
完
結
で
き
る
も
の
に
着
手

す
る
予
定
で
す
。

谷
たに

口
ぐち

 智
とも

哉
や

 議員

①
日
野
町
立
図
書
館

は
何
の
た
め
に
あ
り

ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て

い
ま
す
か
。

②
現
在
の
図
書
館
は
ど
う
で

す
か
。

③
組
織
の
ト
ッ
プ
に
立
つ
方

の
考
え
方
や
行
動
力
は
大
事

だ
と
思
い
ま
す
か
。

④
図
書
館
長
に
求
め
る
も
の

は
何
で
す
か
。

⑤
図
書
館
長
は
今
ま
で
ど
の

よ
う
に
行
動
し
て
き
ま
し
た

か
。

①
大
き
く
は
２
点
あ

り
、１
点
目
は
、予
測

困
難
な
時
代
に
町
民
の
よ
り

良
い
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た

め
、時
代
の
変
化
に
対
応
し

た
知
識
や
情
報
を
だ
れ
も
が

利
用
で
き
る
よ
う
提
供
す
る

こ
と
。２
点
目
は
、誰
も
が
気

兼
ね
な
く
集
ま
れ
る
場
所
で

あ
る
図
書
館
の
特
徴
を
生
か

し
て
、多
様
な
人
々
が
学
び

あ
う
機
会
を
提
供
し
、地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
を
作

る
こ
と
で
す
。

②
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
町

民
の
誰
も
が
集
い
、交
流
し

学
べ
る
施
設
と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
、町
民
の
芸
術
文
化
活

動
等
の
発
表
の
場
に
も
な
り
、

町
の
活
性
化
に
役
立
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
組
織
の
あ
る
べ
き
姿
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、組
織
目

標
を
全
員
が
共
有
し
、実
現

の
た
め
の
具
体
的
な
方
策
を

定
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
は
、組

織
の
長
の
経
営
戦
略
、リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。

④
地
域
の
課
題
や
社
会
状
況

を
的
確
に
つ
か
み
、地
域
に

お
い
て
図
書
館
に
求
め
ら

れ
る
役
割
を
実
現
す
る
た

め
、組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
、

様
々
な
方
々
と
の
関
係
づ
く

り
を
構
築
す
る
行
動
力
と
考

え
ま
す
。

⑤
情
報
と
人
、人
と
人
を
繋

げ
、ま
た
町
民
の
主
体
的
な

活
動
、創
造
的
な
活
動
に
図

書
館
を
使
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、様
々
な
事
業
で
図
書

館
が
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
で

き
る
よ
う
行
動
し
て
き
ま
し

た
。「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
タ
ウ

ン（
み
ん
な
で
街
を
歩
き
、図

書
館
の
資
料
を
活
用
し
ウ
ィ

キ
ペ
デ
ィ
ア
に
記
事
を
作
成

す
る
）」は
、住
民
同
士
の
学

び
あ
い
と
創
造
的
活
動
を
示

す
一
つ
の
事
例
と
考
え
て
い

ま
す
。さ
ら
に
今
年
度
か
ら

始
め
た「
こ
ど
も
・
若
者
の
居

場
所
づ
く
り
」は
図
書
館
の

可
能
性
を
広
げ
る
も
の
と
し

て
他
に
な
い
取
り
組
み
で
す
。

　
今
後
も
町
民
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、町
民
の

方
々
の
可
能
性
を
引
き
出
す

図
書
館
、暮
ら
し
や
す
い
地

域
を
作
る
図
書
館
と
し
て
評

価
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
基
盤
を
作
る
た
め

日
野
町
立
図
書
館
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
？

　
日
野
町
子
ど
も
会

指
導
者
連
絡
協
議
会

よ
る
小
学
生
を
対
象
と
し
た

町
の
か
る
た
会（
小
倉
百
人

一
首
）が
、毎
年
１
月
に
日
野

公
民
館
で
、個
人
戦
と
団
体

戦
に
分
け
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。各
公
民
館
単
位
の
予
選

を
勝
ち
抜
い
て
き
た
子
ど
も

た
ち
の
対
戦
競
技
は
、大
人

が
傍
で
見
て
い
て
も
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
同
じ
時
期
に
、大
津

市
に
あ
る
近
江
神
宮
で
は
、

同
じ
く
小
倉
百
人
一
首
に
よ

る「
競
技
か
る
た
大
会
」が
毎

年
行
わ
れ
て
お
り
、こ
こ
で

日
本
一
を
決
め
る「
名
人
位
」

と「
ク
イ
ー
ン
位
」の
決
定
戦

は
じ
め「
滋
賀
県
小
中
学
生

競
技
か
る
た
大
会
」も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。正
月
を
機
縁

と
し
て
、か
る
た
を
使
っ
て

子
ど
も
た
ち
の
集
中
力
や
瞬

発
力
を
鍛
え
る
こ
と
は
、非

常
に
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
各
公
民
館
で
の
競
技
に
勝

っ
た
個
人
や
団
体
は
町
の
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、今
年
度
は
町
の
か

る
た
会
は
見
送
ら
れ
た
と
の

こ
と
で
、非
常
に
残
念
で
す
。

ど
う
か
わ
が
町
の
子
ど
も
た

ち
に
も
町
の
大
会
や
県
の
大

会
へ
の
道
を
開
い
て
あ
げ
、

か
る
た
を
と
お
し
て
大
き
な

夢
の
持
て
る
行
事
に
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
が
、教
育

委
員
会
の
考
え
を
お
尋
ね
し

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
練
習
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
や
、少
子
化
に
よ

り
字
単
位
で
チ
ー
ム
が
組
め

な
く
な
っ
た
こ
と
等
の
要
因

で
年
々
チ
ー
ム
が
減
少
し
、

今
年
度
の
町
の
大
会
は
、毎

年
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

日
野
三
笠
会
や
地
区
公
民
館

と
協
議
を
し
た
結
果
、見
送

る
こ
と
と
な
っ
た
。し
か
し
、

小
倉
百
人
一
首
は
日
本
の
文

　
先
日
、テ
レ
ビ
ニ
ュ

ー
ス
を
見
て
い
た
時
、

地
元
で
行
わ
れ
る
同
窓
会
に

「
補
助
金
」を
出
し
て
い
る
市

町
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
は
一
瞬〝
本
当
か
な
？
〟と

思
っ
た
の
で
す
が
、テ
レ
ビ
の

画
面
を
よ
く
見
る
と
滋
賀
県

内
で
も
甲
賀
市
が
10
万
円
を

上
限
と
し
て
同
窓
会
に
補
助

金
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
同
窓
会
は
、独
身
者
の

多
い
若
い
人
た
ち
の
同
窓
会

を
指
し
て
言
っ
て
い
る
の
で

す
が
、ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ

ー
の
説
明
で
も
、同
窓
会
に

よ
っ
て
ふ
る
さ
と
へ
Ｕ
タ
ー

ン
し
た
時
に
、同
窓
生
と
の

会
話
の
中
で
共
通
の
思
い
出

が
あ
る
た
め
話
が
よ
く
弾
み
、

こ
こ
で
結
婚
し
て
暮
ら
そ
う

と
思
う
可
能
性
が
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。そ
し
て
地
元
で

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
、

同
窓
会
が
市
町
の
少
子
化
対

策
の
問
題
解
決
に
一
役
を
担

う
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で

す
。

　
私
と
し
て
は
10
万
円
が
適

当
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、し
か
し
同
窓
会
を
全

く
し
な
い
よ
り
は
年
に
一
回

で
も
行
え
ば
、懐
か
し
い
思

い
出
に
話
が
盛
り
上
が
り
、

こ
こ
で
暮
ら
し
て
も
良
い
、

結
婚
し
て
も
よ
い
と
思
う
若

者
が
一
組
で
も
二
組
で
も
誕

生
し
て
く
れ
れ
ば
、こ
の
補

助
金
は
本
当
の
意
味
で
生
き

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
日
野
町
に
お
い
て
も
こ
う

し
た
新
た
な
視
点
で
の
発
想

を
も
と
に
、こ
の
問
題
に
つ

い
て
調
査・研
究
を
重
ね
、例

え
ば
中
学
校
時
代
の
同
窓
会

に
対
し
て
補
助
金
を
出
し
、

町
の
少
子
化
対
策
の
一
環
と

し
て
取
り
組
ま
れ
て
は
ど
う

か
と
思
い
ま
す
が
、町
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

　
同
窓
会
に
つ
い
て

は
、卒
業
後
に
お
け

る
参
加
者
間
の
情
報
交
換
を

促
し
、親
睦
を
深
め
、ふ
る
さ

と
と
の
つ
な
が
り
を
再
認
識

す
る
機
会
と
し
て
定
住
意
識

を
育
む
と
と
も
に
、Ｕ
タ
ー

ン
の
促
進
や
関
係
人
口
の
増

加
等
に
繋
が
り
、一
定
の
効

果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　
こ
の
補
助
金
制
度
の
創
設

に
あ
た
っ
て
は
今
後
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

かるたは日本の文化であり、必要なことと考えている

集中力と瞬発力を鍛える「こどもかるた会」の推進を

髙
たか

橋
はし

 源
げん

三
ざぶ

郎
ろう

 議員

化
で
あ
り
、こ
れ
を
楽
し
む

こ
と
は
必
要
な
こ
と
と
考
え

て
い
る
。

　
必
佐
公
民
館
で
は「
か
る

た
教
室
」を
月
一
回
開
催
し
、

４
年
生
の
国
語
科
で
も
学
習

を
行
い
、異
年
齢
集
団
に
よ

る
か
る
た
大
会
を
展
開
し
て

い
る
。ま
た
、日
野
町
文
化
協

会
の
協
力
を
得
て
３
月
か
ら

「
日
野
か
る
た
教
室
」を
開
講

し
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

▶
第
９
号
の
表
紙
を
飾
っ
た

　
　
団
体
決
勝
戦
の
様
子

補
助
金
制
度
の
創
設
に
あ
た
っ
て
は
今
後
研
究
し
て
い
く

少
子
化
対
策
と
し
て
若
い
人
た
ち
の
同
窓
会
に
補
助
金
を
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一 質般 問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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日野町議会
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一 質般 問

日野町役場の働き方改革は進んでいるか
まだ効果が出ておらず道半ば

　
日
野
町
役
場
は
住

民
福
祉
の
担
い
手
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、多
く
の
職
員
を
雇

用
し
て
い
る「
職
場
」と
し
て

も
町
民
や
企
業
の
手
本
と
な

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
私
は
、

日
野
町
役
場
は
町
内
の
ど
の

企
業
よ
り
も
先
進
的
に「
働

き
方
改
革
」に
つ
い
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。そ
こ
で

①
夜
９
時
・
10
時
ま
で
役
場

に
明
か
り
が
つ
い
て
い
る
状

態
は
、職
員
の
や
り
が
い
や

組
織
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向

上
、多
様
な
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
が
で
き
て

い
る
と
思
い
ま
す
か
。

②「
働
き
方
・
業
務
改
革
推
進

本
部
」は
現
在
ま
で
ど
の
よ
う

な
動
き
を
し
て
き
ま
し
た
か
。

①
昨
年
８
月
に「
働

き
方
・
業
務
改
善
推

進
本
部
」を
立
ち
上
げ
働
き

方
の
改
善
に
向
け
て
歩
み
始

め
た
と
こ
ろ
で
、ま
だ
効
果

が
出
て
お
ら
ず
道
半
ば
と
い

っ
た
状
況
で
す
。

②
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
部
会
で

は
テ
ー
マ
を「
業
務
効
率
化
に

よ
り
時
間
を
生
み
出
し
、更
な

る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

成
長
を
し
続
け
る
組
織
を
目

指
す
」と
し
、さ
ら
に
目
標
と

し
て「
時
間
、人
、お
金
の
無
駄

を
な
く
す
」「
多
様
な
働
き
方

が
で
き
る
組
織
風
土
を
作
る
」

「
生
き
生
き
と
働
く（
や
り
が

い
を
感
じ
て
働
く
）職
員
を
増

や
す
」を
柱
に
、職
員
の
働
き

方
に
関
す
る
意
識
や
考
え
方

を
確
認
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
業
務
改
善
部
会
で
は
、オ

ン
ラ
イ
ン
で
他
市
町
と
の
意

見
交
換
を
し
て
情
報
収
集
に

努
め
、ま
た
、各
職
場
を
巡
回

し
職
員
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
し
、多
く
の
意
見
を
聴

取
し
、そ
の
中
か
ら
い
く
つ

か
の
業
務
改
善
内
容
に
優
先

順
位
を
つ
け
、よ
り
多
く
の

職
員
に
共
通
し
た
業
務
の
改

善
案
や
改
善
に
向
け
た
課
題

の
検
討
と
、比
較
的
短
期
間

で
完
結
で
き
る
も
の
に
着
手

す
る
予
定
で
す
。

谷
たに

口
ぐち

 智
とも

哉
や

 議員

①
日
野
町
立
図
書
館

は
何
の
た
め
に
あ
り

ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て

い
ま
す
か
。

②
現
在
の
図
書
館
は
ど
う
で

す
か
。

③
組
織
の
ト
ッ
プ
に
立
つ
方

の
考
え
方
や
行
動
力
は
大
事

だ
と
思
い
ま
す
か
。

④
図
書
館
長
に
求
め
る
も
の

は
何
で
す
か
。

⑤
図
書
館
長
は
今
ま
で
ど
の

よ
う
に
行
動
し
て
き
ま
し
た

か
。

①
大
き
く
は
２
点
あ

り
、１
点
目
は
、予
測

困
難
な
時
代
に
町
民
の
よ
り

良
い
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た

め
、時
代
の
変
化
に
対
応
し

た
知
識
や
情
報
を
だ
れ
も
が

利
用
で
き
る
よ
う
提
供
す
る

こ
と
。２
点
目
は
、誰
も
が
気

兼
ね
な
く
集
ま
れ
る
場
所
で

あ
る
図
書
館
の
特
徴
を
生
か

し
て
、多
様
な
人
々
が
学
び

あ
う
機
会
を
提
供
し
、地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
を
作

る
こ
と
で
す
。

②
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
町

民
の
誰
も
が
集
い
、交
流
し

学
べ
る
施
設
と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
、町
民
の
芸
術
文
化
活

動
等
の
発
表
の
場
に
も
な
り
、

町
の
活
性
化
に
役
立
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
組
織
の
あ
る
べ
き
姿
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、組
織
目

標
を
全
員
が
共
有
し
、実
現

の
た
め
の
具
体
的
な
方
策
を

定
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
は
、組

織
の
長
の
経
営
戦
略
、リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。

④
地
域
の
課
題
や
社
会
状
況

を
的
確
に
つ
か
み
、地
域
に

お
い
て
図
書
館
に
求
め
ら

れ
る
役
割
を
実
現
す
る
た

め
、組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
、

様
々
な
方
々
と
の
関
係
づ
く

り
を
構
築
す
る
行
動
力
と
考

え
ま
す
。

⑤
情
報
と
人
、人
と
人
を
繋

げ
、ま
た
町
民
の
主
体
的
な

活
動
、創
造
的
な
活
動
に
図

書
館
を
使
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、様
々
な
事
業
で
図
書

館
が
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
で

き
る
よ
う
行
動
し
て
き
ま
し

た
。「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
タ
ウ

ン（
み
ん
な
で
街
を
歩
き
、図

書
館
の
資
料
を
活
用
し
ウ
ィ

キ
ペ
デ
ィ
ア
に
記
事
を
作
成

す
る
）」は
、住
民
同
士
の
学

び
あ
い
と
創
造
的
活
動
を
示

す
一
つ
の
事
例
と
考
え
て
い

ま
す
。さ
ら
に
今
年
度
か
ら

始
め
た「
こ
ど
も
・
若
者
の
居

場
所
づ
く
り
」は
図
書
館
の

可
能
性
を
広
げ
る
も
の
と
し

て
他
に
な
い
取
り
組
み
で
す
。

　
今
後
も
町
民
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、町
民
の

方
々
の
可
能
性
を
引
き
出
す

図
書
館
、暮
ら
し
や
す
い
地

域
を
作
る
図
書
館
と
し
て
評

価
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
基
盤
を
作
る
た
め

日
野
町
立
図
書
館
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
？

　
日
野
町
子
ど
も
会

指
導
者
連
絡
協
議
会

よ
る
小
学
生
を
対
象
と
し
た

町
の
か
る
た
会（
小
倉
百
人

一
首
）が
、毎
年
１
月
に
日
野

公
民
館
で
、個
人
戦
と
団
体

戦
に
分
け
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。各
公
民
館
単
位
の
予
選

を
勝
ち
抜
い
て
き
た
子
ど
も

た
ち
の
対
戦
競
技
は
、大
人

が
傍
で
見
て
い
て
も
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
同
じ
時
期
に
、大
津

市
に
あ
る
近
江
神
宮
で
は
、

同
じ
く
小
倉
百
人
一
首
に
よ

る「
競
技
か
る
た
大
会
」が
毎

年
行
わ
れ
て
お
り
、こ
こ
で

日
本
一
を
決
め
る「
名
人
位
」

と「
ク
イ
ー
ン
位
」の
決
定
戦

は
じ
め「
滋
賀
県
小
中
学
生

競
技
か
る
た
大
会
」も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。正
月
を
機
縁

と
し
て
、か
る
た
を
使
っ
て

子
ど
も
た
ち
の
集
中
力
や
瞬

発
力
を
鍛
え
る
こ
と
は
、非

常
に
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
各
公
民
館
で
の
競
技
に
勝

っ
た
個
人
や
団
体
は
町
の
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、今
年
度
は
町
の
か

る
た
会
は
見
送
ら
れ
た
と
の

こ
と
で
、非
常
に
残
念
で
す
。

ど
う
か
わ
が
町
の
子
ど
も
た

ち
に
も
町
の
大
会
や
県
の
大

会
へ
の
道
を
開
い
て
あ
げ
、

か
る
た
を
と
お
し
て
大
き
な

夢
の
持
て
る
行
事
に
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
が
、教
育

委
員
会
の
考
え
を
お
尋
ね
し

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
練
習
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
や
、少
子
化
に
よ

り
字
単
位
で
チ
ー
ム
が
組
め

な
く
な
っ
た
こ
と
等
の
要
因

で
年
々
チ
ー
ム
が
減
少
し
、

今
年
度
の
町
の
大
会
は
、毎

年
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

日
野
三
笠
会
や
地
区
公
民
館

と
協
議
を
し
た
結
果
、見
送

る
こ
と
と
な
っ
た
。し
か
し
、

小
倉
百
人
一
首
は
日
本
の
文

　
先
日
、テ
レ
ビ
ニ
ュ

ー
ス
を
見
て
い
た
時
、

地
元
で
行
わ
れ
る
同
窓
会
に

「
補
助
金
」を
出
し
て
い
る
市

町
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
は
一
瞬〝
本
当
か
な
？
〟と

思
っ
た
の
で
す
が
、テ
レ
ビ
の

画
面
を
よ
く
見
る
と
滋
賀
県

内
で
も
甲
賀
市
が
10
万
円
を

上
限
と
し
て
同
窓
会
に
補
助

金
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
同
窓
会
は
、独
身
者
の

多
い
若
い
人
た
ち
の
同
窓
会

を
指
し
て
言
っ
て
い
る
の
で

す
が
、ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ

ー
の
説
明
で
も
、同
窓
会
に

よ
っ
て
ふ
る
さ
と
へ
Ｕ
タ
ー

ン
し
た
時
に
、同
窓
生
と
の

会
話
の
中
で
共
通
の
思
い
出

が
あ
る
た
め
話
が
よ
く
弾
み
、

こ
こ
で
結
婚
し
て
暮
ら
そ
う

と
思
う
可
能
性
が
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。そ
し
て
地
元
で

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
、

同
窓
会
が
市
町
の
少
子
化
対

策
の
問
題
解
決
に
一
役
を
担

う
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で

す
。

　
私
と
し
て
は
10
万
円
が
適

当
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、し
か
し
同
窓
会
を
全

く
し
な
い
よ
り
は
年
に
一
回

で
も
行
え
ば
、懐
か
し
い
思

い
出
に
話
が
盛
り
上
が
り
、

こ
こ
で
暮
ら
し
て
も
良
い
、

結
婚
し
て
も
よ
い
と
思
う
若

者
が
一
組
で
も
二
組
で
も
誕

生
し
て
く
れ
れ
ば
、こ
の
補

助
金
は
本
当
の
意
味
で
生
き

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
日
野
町
に
お
い
て
も
こ
う

し
た
新
た
な
視
点
で
の
発
想

を
も
と
に
、こ
の
問
題
に
つ

い
て
調
査・研
究
を
重
ね
、例

え
ば
中
学
校
時
代
の
同
窓
会

に
対
し
て
補
助
金
を
出
し
、

町
の
少
子
化
対
策
の
一
環
と

し
て
取
り
組
ま
れ
て
は
ど
う

か
と
思
い
ま
す
が
、町
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

　
同
窓
会
に
つ
い
て

は
、卒
業
後
に
お
け

る
参
加
者
間
の
情
報
交
換
を

促
し
、親
睦
を
深
め
、ふ
る
さ

と
と
の
つ
な
が
り
を
再
認
識

す
る
機
会
と
し
て
定
住
意
識

を
育
む
と
と
も
に
、Ｕ
タ
ー

ン
の
促
進
や
関
係
人
口
の
増

加
等
に
繋
が
り
、一
定
の
効

果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　
こ
の
補
助
金
制
度
の
創
設

に
あ
た
っ
て
は
今
後
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

かるたは日本の文化であり、必要なことと考えている

集中力と瞬発力を鍛える「こどもかるた会」の推進を

髙
たか

橋
はし

 源
げん

三
ざぶ

郎
ろう

 議員

化
で
あ
り
、こ
れ
を
楽
し
む

こ
と
は
必
要
な
こ
と
と
考
え

て
い
る
。

　
必
佐
公
民
館
で
は「
か
る

た
教
室
」を
月
一
回
開
催
し
、

４
年
生
の
国
語
科
で
も
学
習

を
行
い
、異
年
齢
集
団
に
よ

る
か
る
た
大
会
を
展
開
し
て

い
る
。ま
た
、日
野
町
文
化
協

会
の
協
力
を
得
て
３
月
か
ら

「
日
野
か
る
た
教
室
」を
開
講

し
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

▶
第
９
号
の
表
紙
を
飾
っ
た

　
　
団
体
決
勝
戦
の
様
子

補
助
金
制
度
の
創
設
に
あ
た
っ
て
は
今
後
研
究
し
て
い
く

少
子
化
対
策
と
し
て
若
い
人
た
ち
の
同
窓
会
に
補
助
金
を

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

新たな切り口から少子化対策への取り組みを進めます

「出会いの場の創出」少子化と２０年先を見据えて

地
域
と
連
携
し
、子
ど
も
た
ち
の
安
心・安
全
の
確
保
に
努
め
ま
す

　
国
内
全
体
で
叫
ば

れ
て
い
る
少
子
高
齢

化
の
加
速
。子
ど
も
の
存
在

は
社
会
の
宝
で
あ
る
と
と
も

に
未
来
を
創
る
担
い
手
で
あ

り
、少
子
化
が
進
む
と
国
内

の
労
働
力
低
下
や
規
模
の
恩

恵
を
受
け
て
い
る
社
会
保
障

の
維
持
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。S
R
H
R（
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ツ
・
性

と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権

利
）は
守
ら
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
り
、個
人
の
生
き
方
を

他
者
が
決
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
も
踏
ま
え

て
、20
年
先
の
未
来
を
生
き

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
創
造

し
、少
子
化
対
策
、未
婚
者
の

増
加
に
対
し
て
マ
イ
ン
ド
セ

ッ
ト（
人
間
が
持
つ
そ
れ
ぞ

れ
の
無
意
識
の
思
考・行
動
パ

タ
ー
ン・固
定
観
念
や
思
い
込

み・物
事
を
捉
え
る
時
の
思
考

の
癖
）の
転
換
を
促
す
施
策
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。そ
の
う
え
で

①
当
町
が
捉
え
る
子
育
て
支

援
と
少
子
化
対
策
の
必
要

性・連
動
性
は
。

②
出
会
い
の
創
出
・
婚
活
事

業
の
実
績
と
評
価
は
。

③
未
婚
者
の
増
加
に
対
し
て

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
転
換
を

促
す
施
策
と
こ
れ
か
ら
は
。�

①
未
婚
・
晩
婚
化
の

進
展
と
出
生
率
低
下

の
背
景
に
は
個
々
人
の
結
婚

や
出
産
、子
育
て
へ
の
希
望

の
実
現
を
阻
む
多
様
な
要
因

が
あ
り
、少
子
化
対
策
の
一

つ
と
し
て
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
も
連
動
性
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

②
平
成
23
年
度
か
ら
日
野
町

婚
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ク
ラ
ブ

キ
ュ
ピ
ド
ン
を
実
施
。県
が

開
設
し
た
、し
が
・
め
ぐ
り
あ

い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー「
し

が
結
」へ
の
参
画
、近
隣
市
町

と
の
連
携
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

③
個
人
の
意
思
を
尊
重
し

つ
つ
、地
域
活
動
等
を
通
じ

て
の
出
会
い
の
場
の
創
出
。

様
々
な
施
策
に
お
い
て
の
機

会
づ
く
り
、若
い
世
代
が
理

想
と
す
る
子
育
て
環
境
の
整

備
を
通
じ
て
未
婚
化
の
緩
和

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
１
９
８
５
年
わ
ら

べ
共
同
保
育
所
内
で

始
ま
っ
た
日
野
町
の
学
童
保

育
の
歴
史
。公
設
民
営
の
方
式

を
取
り
、運
営
法
人
は
長
年
地

域
に
根
差
し
た
取
り
組
み
を

さ
れ
て
き
ま
し
た
。当
町
に
お

い
て
令
和
６
年
度
は「
第
２
期

子
ど
も・子
育
て
支
援
事
業
計

画
」の
最
終
年
で
あ
り
、今
後

の
中
期
的
な
見
通
し
を
立
て

る
重
要
な
１
年
と
な
り
ま
す
。

幼
児
教
育
保
育
の
分
野
で
国

が
創
設
を
目
指
す「
こ
ど
も
誰

で
も
通
園
制
度
」と
同
様
の
制

度
設
計
へ
の
懸
念
。「
小
学
校

40
分
の
午
前
中
５
時
間
授
業
」

へ
の
変
革
と
影
響
。す
ぐ
そ
こ

に
迫
る「
労
働
供
給
制
約
社

会
」の
実
態
な
ど
、学
童
保
育

の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
と
急
激

な
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応

出
来
る
よ
う
、法
人
と
連
携
し

国・県
の
動
向
を
踏
ま
え
た
施

策
の
整
備
、充
実
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

①
学
童
保
育
に
つ
い
て
、現

時
点
で
の
国
や
県
の
施
策
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

②
当
町
が
公
設
民
営
の
方
式

を
取
る
理
由
と
ね
ら
い
は
。

③
こ
れ
か
ら
の
学
童
保
育
を

取
り
巻
く
課
題
と
地
域
の
中

に
お
け
る
役
割
、発
展
性
は
。

①
新
放
課
後
子
ど
も

安
心
プ
ラ
ン
を
柱
と

し
た
待
機
児
童
の
解
消
の
た

め
の
新
た
な
受
け
皿
の
整
備
、

す
べ
て
の
小
学
校
区
で
学
童

保
育
所
を
一
体
的
ま
た
は
連

携
し
て
実
施
す
る
こ
と
。県

に
お
い
て
は
教
育
委
員
会
と

福
祉
部
局
の
連
携
方
策
や
学

童
保
育
所
の
実
施
方
針
、人

材
確
保
お
よ
び
質
の
向
上
へ

の
取
り
組
み
。町
に
お
い
て

は
国
・
県
の
施
策
を
踏
ま
え

て
学
校
・
学
童
保
育
所
・
地
域

が
連
携
し
、子
ど
も
や
保
護

者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

取
り
組
み
が
必
要
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

②
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

捉
え
て
、町
連
協
一
括
運
営
と

し
て
町
内
同
一
保
育
・
同
一
保

育
料
の
実
現
を
さ
れ
て
き
た

経
緯
。長
い
歳
月
を
か
け
て
培

わ
れ
て
き
た
地
域
に
根
付
い

た
学
童
保
育
事
業
の
良
さ
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
十
分
に
活
か
せ

る
民
間
で
の
運
営
が
最
善
で

あ
る
と
考
え
、施
設
整
備
面
に

つ
い
て
は
町
が
対
応
す
る
形

で
現
在
に
至
り
ま
す
。

③
次
年
度
以
降
の
利
用
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
て
令
和
６
年
度

に
お
い
て
は
学
童
保
育
所
さ

く
ら
ん
ぼ
の
拡
張
工
事
を
予

定
。指
導
員
確
保
や
質
の
向
上
、

中
期
的
な
施
設
整
備
を
踏
ま

え
て
、地
域
の
重
要
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
な
る
学
童

保
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

学
童
保
育
の
今
、そ
し
て
こ
れ
か
ら

福
ふく

永
なが

 晃
あき

仁
ひと

 議員

「生涯学習課と建設計画課が更に連携し、改善を図る」
「様々な方にも利用していただける公園となるよう改善をめざす」

日野町スポーツ協会の提案書に対する町の対応について

　
去
る
１
月
29
日

「
日
野
町
ス
ポ
ー
ツ

協
会
と
日
野
町
議
会
総
務
常

任
委
員
会
と
の
意
見
交
換

会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
協
会
は
、令
和

３
年
11
月
に『
日
野
町
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る
提

案
書
』を
町
長
と
教
育
長
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。提
案
書

は
、⑴
ラ
ン
ニ
ン
グ・ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
に
つ

い
て
⑵
大
谷
公
園
の
施
設
整

備
・
機
能
強
化
に
つ
い
て
⑶

プ
ー
ル
の
あ
り
方
に
つ
い
て

⑷
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
芝
生

化
に
つ
い
て
⑸
そ
の
他
の
提

案
と
し
て（
ス
ポ
ー
ツ
情
報

の
発
信
に
つ
い
て
・
ス
ポ
ー

ツ
団
体
の
支
援
に
つ
い
て
・

レ
ス
リ
ン
グ
を
町
の
シ
ン
ボ

ル
ス
ポ
ー
ツ
に
・
近
隣
市
町

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
の
連
携

に
つ
い
て
）と
し
て
、大
き
く

５
つ
の
内
容
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
現
状

と
課
題
を
明
ら
か
に
さ
れ
、

改
善
策
と
効
果
を
提
案
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、大
谷
公
園
の
施
設

改
修
や
運
営
に
つ
い
て
も
各

委
員
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。そ
こ
で
、質
問
し
ま
す
。

１
．『
日
野
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
関
す
る
提
案
書
』に
つ
い
て

①
こ
の
提
案
書
に
対
す
る
回

答
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に

取
り
扱
わ
れ
た
の
か
。回
答

書
は
あ
る
の
か
。

②
こ
の
提
案
書
を
今
後
ど
の

よ
う
に
活
か
す
の
か
。

③
町
は
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
思

い
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、

応
え
る
の
か
。

２
．大
谷
公
園
の
施
設
改
修

や
管
理
運
営
に
つ
い
て

①
大
谷
公
園
の
施
設
改
修
や

運
営
に
つ
い
て
、不
満
が
蓄
積

し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
担
当
の
生
涯
学
習

課
と
施
設
管
理
担
当
の
建
設

計
画
課
が
連
携
し
て
対
応
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

②
提
案
書
の
、と
り
わ
け
以

下
の
点
に
つ
い
て
生
の
声
を

伺
い
ま
し
た
。

・「
大
谷
公
園
に
芝
と
遊
具
が

あ
っ
た
ら
よ
い
の
に
」

・「
プ
ー
ル
の
跡
地
利
用
は
ど

う
な
る
の
か
」

・「
夜
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は

危
な
い
。電
気
が
少
し
つ
い

た
が
ま
だ
暗
い
」

・「
体
育
館
の
ジ
ム
を
充
実
し

て
、楽
し
い
場
と
な
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
」

・「
近
隣
施
設
の
プ
ー
ル
利
用

に
割
引
制
度
を
設
け
て
ほ
し

い
」

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、町

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

③
今
後
、大
谷
公
園
を
ス
ポ

ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
、ま
た

公
園
が
持
つ
機
能
を
よ
り
有

効
に
活
用
す
る
た
め
に
も
、

子
育
て
世
代
の
遊
び
場
や
高

齢
者
等
の
散
歩
の
場
な
ど
、

気
軽
に
利
用
で
き
る
施
設
と

し
て
位
置
づ
け
運
営
で
き
な

い
も
の
か
伺
い
ま
す
。

３
．「
わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
輝
く

国
ス
ポ・障
ス
ポ
２
０
２
５
」

に
向
け
た
機
運
の
醸
成
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
１
．①
②
③
に
つ

い
て
大
変
貴
重
な
提

言
を
い
た
だ
き
、町
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
に
向
け
て「
出
来

る
こ
と
か
ら
」始
め
て
い
く
。

２
．①
大
谷
公
園
の
施
設
改

修
や
運
営
に
つ
い
て
、両
課

が
さ
ら
に
連
携
し
、改
善
に

努
め
る
。

②「
芝
と
遊
具
」に
つ
い
て
は
、

プ
ー
ル
の
跡
地
整
備
で
検
討

す
る
。「
外
灯
」に
つ
い
て
は
、

現
在
進
め
て
い
る
施
設
改
修

に
合
わ
せ
て
少
し
ず
つ
だ
が

改
善
に
努
め
る
。「
体
育
館
ジ

ム
」に
つ
い
て
は
、順
次
、更

新
し
充
実
に
努
め
る
。「
近
隣

市
の
プ
ー
ル
割
引
制
度
」に

つ
い
て
は
、創
設
で
き
な
い

か
議
論
を
始
め
る
。

③
様
々
な
方
に
も
気
軽
に
利

用
で
き
る
公
園
と
し
て
、ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
提
案
や
プ
ー

ル
の
跡
地
利
用
も
含
め
検
討

す
る
。

３
．国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
に
つ
い

て
は「
役
場
に
実
施
本
部
」を

設
置
。３
月
中
を
目
途
に
町

内
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
ア
ス
リ

ー
ト
、競
技
団
体
、文
化
・
経

済
・
関
係
団
体
な
ど
に
よ
る

「
日
野
町
実
行
委
員
会
」を
立

上
げ
町
民
の
機
運
を
高
め
る
。

川
かわ

東
ひがし

 昭
あき

男
お

 議員

◇
質
問
を
終
え
て

　
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
思
い
を
込
め
た
せ
っ
か

く
の『
提
案
書
』が
、置
き
去

り
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

な
り
ま
せ
ん
。「
ス
ポ
ー
ツ

担
当
」の
生
涯
学
習
課
と

「
大
谷
公
園
の
管
理
担
当
」

で
あ
る
建
設
計
画
課
が
、課

題
を
共
有
し
、連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
要
望
や
批
判
が
あ
る
中
、

町
民
の
思
い
に
応
え
る
た

め
に
き
ち
ん
と
こ
の『
提
案

書
』と
向
き
合
い
、担
当
す

る
関
係
課
の
奮
闘
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
長
答
弁
の「
大
谷
公
園

を
様
々
な
方
に
も
気
軽
に

利
用
で
き
る
公
園
に
」教
育

長
答
弁
の「
出
来
る
こ
と
か

ら
始
め
た
い
」に
つ
い
て
大

い
に
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　
い
よ
い
よ
来
年
９
月
に

は「
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
」が
開

催
さ
れ
ま
す
。町
民
み
ん
な

で
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

国スポで軟式野球会場となる大谷公園野球場

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

11 10議会だより
日野町議会
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11 議会だより
日野町議会
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一 質般 問

新たな切り口から少子化対策への取り組みを進めます

「出会いの場の創出」少子化と２０年先を見据えて

地
域
と
連
携
し
、子
ど
も
た
ち
の
安
心・安
全
の
確
保
に
努
め
ま
す

　
国
内
全
体
で
叫
ば

れ
て
い
る
少
子
高
齢

化
の
加
速
。子
ど
も
の
存
在

は
社
会
の
宝
で
あ
る
と
と
も

に
未
来
を
創
る
担
い
手
で
あ

り
、少
子
化
が
進
む
と
国
内

の
労
働
力
低
下
や
規
模
の
恩

恵
を
受
け
て
い
る
社
会
保
障

の
維
持
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。S
R
H
R（
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ツ
・
性

と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権

利
）は
守
ら
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
り
、個
人
の
生
き
方
を

他
者
が
決
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
も
踏
ま
え

て
、20
年
先
の
未
来
を
生
き

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
創
造

し
、少
子
化
対
策
、未
婚
者
の

増
加
に
対
し
て
マ
イ
ン
ド
セ

ッ
ト（
人
間
が
持
つ
そ
れ
ぞ

れ
の
無
意
識
の
思
考・行
動
パ

タ
ー
ン・固
定
観
念
や
思
い
込

み・物
事
を
捉
え
る
時
の
思
考

の
癖
）の
転
換
を
促
す
施
策
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。そ
の
う
え
で

①
当
町
が
捉
え
る
子
育
て
支

援
と
少
子
化
対
策
の
必
要

性・連
動
性
は
。

②
出
会
い
の
創
出
・
婚
活
事

業
の
実
績
と
評
価
は
。

③
未
婚
者
の
増
加
に
対
し
て

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
転
換
を

促
す
施
策
と
こ
れ
か
ら
は
。�

①
未
婚
・
晩
婚
化
の

進
展
と
出
生
率
低
下

の
背
景
に
は
個
々
人
の
結
婚

や
出
産
、子
育
て
へ
の
希
望

の
実
現
を
阻
む
多
様
な
要
因

が
あ
り
、少
子
化
対
策
の
一

つ
と
し
て
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
も
連
動
性
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

②
平
成
23
年
度
か
ら
日
野
町

婚
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ク
ラ
ブ

キ
ュ
ピ
ド
ン
を
実
施
。県
が

開
設
し
た
、し
が
・
め
ぐ
り
あ

い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー「
し

が
結
」へ
の
参
画
、近
隣
市
町

と
の
連
携
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

③
個
人
の
意
思
を
尊
重
し

つ
つ
、地
域
活
動
等
を
通
じ

て
の
出
会
い
の
場
の
創
出
。

様
々
な
施
策
に
お
い
て
の
機

会
づ
く
り
、若
い
世
代
が
理

想
と
す
る
子
育
て
環
境
の
整

備
を
通
じ
て
未
婚
化
の
緩
和

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
１
９
８
５
年
わ
ら

べ
共
同
保
育
所
内
で

始
ま
っ
た
日
野
町
の
学
童
保

育
の
歴
史
。公
設
民
営
の
方
式

を
取
り
、運
営
法
人
は
長
年
地

域
に
根
差
し
た
取
り
組
み
を

さ
れ
て
き
ま
し
た
。当
町
に
お

い
て
令
和
６
年
度
は「
第
２
期

子
ど
も・子
育
て
支
援
事
業
計

画
」の
最
終
年
で
あ
り
、今
後

の
中
期
的
な
見
通
し
を
立
て

る
重
要
な
１
年
と
な
り
ま
す
。

幼
児
教
育
保
育
の
分
野
で
国

が
創
設
を
目
指
す「
こ
ど
も
誰

で
も
通
園
制
度
」と
同
様
の
制

度
設
計
へ
の
懸
念
。「
小
学
校

40
分
の
午
前
中
５
時
間
授
業
」

へ
の
変
革
と
影
響
。す
ぐ
そ
こ

に
迫
る「
労
働
供
給
制
約
社

会
」の
実
態
な
ど
、学
童
保
育

の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
と
急
激

な
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応

出
来
る
よ
う
、法
人
と
連
携
し

国・県
の
動
向
を
踏
ま
え
た
施

策
の
整
備
、充
実
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

①
学
童
保
育
に
つ
い
て
、現

時
点
で
の
国
や
県
の
施
策
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

②
当
町
が
公
設
民
営
の
方
式

を
取
る
理
由
と
ね
ら
い
は
。

③
こ
れ
か
ら
の
学
童
保
育
を

取
り
巻
く
課
題
と
地
域
の
中

に
お
け
る
役
割
、発
展
性
は
。

①
新
放
課
後
子
ど
も

安
心
プ
ラ
ン
を
柱
と

し
た
待
機
児
童
の
解
消
の
た

め
の
新
た
な
受
け
皿
の
整
備
、

す
べ
て
の
小
学
校
区
で
学
童

保
育
所
を
一
体
的
ま
た
は
連

携
し
て
実
施
す
る
こ
と
。県

に
お
い
て
は
教
育
委
員
会
と

福
祉
部
局
の
連
携
方
策
や
学

童
保
育
所
の
実
施
方
針
、人

材
確
保
お
よ
び
質
の
向
上
へ

の
取
り
組
み
。町
に
お
い
て

は
国
・
県
の
施
策
を
踏
ま
え

て
学
校
・
学
童
保
育
所
・
地
域

が
連
携
し
、子
ど
も
や
保
護

者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

取
り
組
み
が
必
要
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

②
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

捉
え
て
、町
連
協
一
括
運
営
と

し
て
町
内
同
一
保
育
・
同
一
保

育
料
の
実
現
を
さ
れ
て
き
た

経
緯
。長
い
歳
月
を
か
け
て
培

わ
れ
て
き
た
地
域
に
根
付
い

た
学
童
保
育
事
業
の
良
さ
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
十
分
に
活
か
せ

る
民
間
で
の
運
営
が
最
善
で

あ
る
と
考
え
、施
設
整
備
面
に

つ
い
て
は
町
が
対
応
す
る
形

で
現
在
に
至
り
ま
す
。

③
次
年
度
以
降
の
利
用
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
て
令
和
６
年
度

に
お
い
て
は
学
童
保
育
所
さ

く
ら
ん
ぼ
の
拡
張
工
事
を
予

定
。指
導
員
確
保
や
質
の
向
上
、

中
期
的
な
施
設
整
備
を
踏
ま

え
て
、地
域
の
重
要
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
な
る
学
童

保
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

学
童
保
育
の
今
、そ
し
て
こ
れ
か
ら

福
ふく

永
なが

 晃
あき

仁
ひと

 議員

「生涯学習課と建設計画課が更に連携し、改善を図る」
「様々な方にも利用していただける公園となるよう改善をめざす」

日野町スポーツ協会の提案書に対する町の対応について

　
去
る
１
月
29
日

「
日
野
町
ス
ポ
ー
ツ

協
会
と
日
野
町
議
会
総
務
常

任
委
員
会
と
の
意
見
交
換

会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
協
会
は
、令
和

３
年
11
月
に『
日
野
町
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る
提

案
書
』を
町
長
と
教
育
長
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。提
案
書

は
、⑴
ラ
ン
ニ
ン
グ・ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
に
つ

い
て
⑵
大
谷
公
園
の
施
設
整

備
・
機
能
強
化
に
つ
い
て
⑶

プ
ー
ル
の
あ
り
方
に
つ
い
て

⑷
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
芝
生

化
に
つ
い
て
⑸
そ
の
他
の
提

案
と
し
て（
ス
ポ
ー
ツ
情
報

の
発
信
に
つ
い
て
・
ス
ポ
ー

ツ
団
体
の
支
援
に
つ
い
て
・

レ
ス
リ
ン
グ
を
町
の
シ
ン
ボ

ル
ス
ポ
ー
ツ
に
・
近
隣
市
町

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
の
連
携

に
つ
い
て
）と
し
て
、大
き
く

５
つ
の
内
容
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
現
状

と
課
題
を
明
ら
か
に
さ
れ
、

改
善
策
と
効
果
を
提
案
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、大
谷
公
園
の
施
設

改
修
や
運
営
に
つ
い
て
も
各

委
員
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。そ
こ
で
、質
問
し
ま
す
。

１
．『
日
野
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
関
す
る
提
案
書
』に
つ
い
て

①
こ
の
提
案
書
に
対
す
る
回

答
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に

取
り
扱
わ
れ
た
の
か
。回
答

書
は
あ
る
の
か
。

②
こ
の
提
案
書
を
今
後
ど
の

よ
う
に
活
か
す
の
か
。

③
町
は
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
思

い
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、

応
え
る
の
か
。

２
．大
谷
公
園
の
施
設
改
修

や
管
理
運
営
に
つ
い
て

①
大
谷
公
園
の
施
設
改
修
や

運
営
に
つ
い
て
、不
満
が
蓄
積

し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
担
当
の
生
涯
学
習

課
と
施
設
管
理
担
当
の
建
設

計
画
課
が
連
携
し
て
対
応
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

②
提
案
書
の
、と
り
わ
け
以

下
の
点
に
つ
い
て
生
の
声
を

伺
い
ま
し
た
。

・「
大
谷
公
園
に
芝
と
遊
具
が

あ
っ
た
ら
よ
い
の
に
」

・「
プ
ー
ル
の
跡
地
利
用
は
ど

う
な
る
の
か
」

・「
夜
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は

危
な
い
。電
気
が
少
し
つ
い

た
が
ま
だ
暗
い
」

・「
体
育
館
の
ジ
ム
を
充
実
し

て
、楽
し
い
場
と
な
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
」

・「
近
隣
施
設
の
プ
ー
ル
利
用

に
割
引
制
度
を
設
け
て
ほ
し

い
」

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、町

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

③
今
後
、大
谷
公
園
を
ス
ポ

ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
、ま
た

公
園
が
持
つ
機
能
を
よ
り
有

効
に
活
用
す
る
た
め
に
も
、

子
育
て
世
代
の
遊
び
場
や
高

齢
者
等
の
散
歩
の
場
な
ど
、

気
軽
に
利
用
で
き
る
施
設
と

し
て
位
置
づ
け
運
営
で
き
な

い
も
の
か
伺
い
ま
す
。

３
．「
わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
輝
く

国
ス
ポ・障
ス
ポ
２
０
２
５
」

に
向
け
た
機
運
の
醸
成
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
１
．①
②
③
に
つ

い
て
大
変
貴
重
な
提

言
を
い
た
だ
き
、町
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
に
向
け
て「
出
来

る
こ
と
か
ら
」始
め
て
い
く
。

２
．①
大
谷
公
園
の
施
設
改

修
や
運
営
に
つ
い
て
、両
課

が
さ
ら
に
連
携
し
、改
善
に

努
め
る
。

②「
芝
と
遊
具
」に
つ
い
て
は
、

プ
ー
ル
の
跡
地
整
備
で
検
討

す
る
。「
外
灯
」に
つ
い
て
は
、

現
在
進
め
て
い
る
施
設
改
修

に
合
わ
せ
て
少
し
ず
つ
だ
が

改
善
に
努
め
る
。「
体
育
館
ジ

ム
」に
つ
い
て
は
、順
次
、更

新
し
充
実
に
努
め
る
。「
近
隣

市
の
プ
ー
ル
割
引
制
度
」に

つ
い
て
は
、創
設
で
き
な
い

か
議
論
を
始
め
る
。

③
様
々
な
方
に
も
気
軽
に
利

用
で
き
る
公
園
と
し
て
、ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
提
案
や
プ
ー

ル
の
跡
地
利
用
も
含
め
検
討

す
る
。

３
．国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
に
つ
い

て
は「
役
場
に
実
施
本
部
」を

設
置
。３
月
中
を
目
途
に
町

内
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
ア
ス
リ

ー
ト
、競
技
団
体
、文
化
・
経

済
・
関
係
団
体
な
ど
に
よ
る

「
日
野
町
実
行
委
員
会
」を
立

上
げ
町
民
の
機
運
を
高
め
る
。

川
かわ

東
ひがし

 昭
あき

男
お

 議員

◇
質
問
を
終
え
て

　
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
思
い
を
込
め
た
せ
っ
か

く
の『
提
案
書
』が
、置
き
去

り
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

な
り
ま
せ
ん
。「
ス
ポ
ー
ツ

担
当
」の
生
涯
学
習
課
と

「
大
谷
公
園
の
管
理
担
当
」

で
あ
る
建
設
計
画
課
が
、課

題
を
共
有
し
、連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
要
望
や
批
判
が
あ
る
中
、

町
民
の
思
い
に
応
え
る
た

め
に
き
ち
ん
と
こ
の『
提
案

書
』と
向
き
合
い
、担
当
す

る
関
係
課
の
奮
闘
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
長
答
弁
の「
大
谷
公
園

を
様
々
な
方
に
も
気
軽
に

利
用
で
き
る
公
園
に
」教
育

長
答
弁
の「
出
来
る
こ
と
か

ら
始
め
た
い
」に
つ
い
て
大

い
に
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　
い
よ
い
よ
来
年
９
月
に

は「
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
」が
開

催
さ
れ
ま
す
。町
民
み
ん
な

で
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

国スポで軟式野球会場となる大谷公園野球場

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

11 10議会だより
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12議会だより
日野町議会

2024.５.15

一 質般 問

保育園の待機児童は昨年度よりも増える見込み　
　　　　　　　　　新こども園の開園は、少なくとも4年要する

「子育てにやさしい町、こどもまんなかの日野町に」第2弾

　
い
つ
も
こ
の
時
期

に
な
る
と
、保
育
園

な
ど
の
新
年
度
の
入
園
状
況

が
心
配
に
な
り
ま
す
。待
機

児
童
は
発
生
す
る
の
か
。幼

稚
園
の
預
か
り
保
育
は
ど
う

な
の
か
な
ど
と
。

　
な
か
な
か
解
消
し
て
い
か

な
い
待
機
児
童
の
問
題
、幼

稚
園
は
大
幅
な
定
員
未
達
と

い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
状
況

の
こ
と
、保
育
士
不
足
の
問

題
な
ど
、改
善
へ
の
道
の
り

は
長
い
も
の
で
す
。

　
２
年
間
か
け
て「
日
野
町

幼
児
教
育
保
育
の
在
り
方
検

討
懇
話
会
」で
議
論
が
重
ね

ら
れ
、２
月
21
日
に
は
、堀
江

町
長
に
提
言
書
が
答
申
さ
れ

た
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

　
　

　
早
速
、新
年
度
予
算
に
は
、

新
こ
ど
も
園
基
本
構
想
設
計

委
託
が
提
案
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、い
つ
の
開
園
予
定
に
な

る
の
か
。保
育
園
の
待
機
児
童

の
状
況
な
ど
と
合
わ
せ
て
、町

の
対
応
を
伺
い
ま
し
た
。

　
現
段
階
に
お
け
る

待
機
児
童
は
、令
和

５
年
度
よ
り
増
加
す
る
と
見

込
ん
で
お
り
、幼
稚
園
の
預

か
り
保
育
は
、日
野
幼
稚
園

（
定
員
30
名
）27
名
、必
佐
幼

稚
園（
定
員
30
名
）30
名
の
利

用
申
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
こ
ど
も
園
の
開
園
時
期

は
、少
な
く
と
も
４
年
は
要

す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
１
月
か

ら
12
月
ま
で
に
生
ま

れ
た
お
子
さ
ん
の
人
数
が
、

１
０
６
人
に
な
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。10
年
前
の

平
成
26
年
に
は
、１
９
０
人

生
ま
れ
て
い
た
の
が
、半
数

近
く
な
っ
た
の
で
す
。生
産

年
齢
人
口
と
言
わ
れ
る
15
～

64
歳
の
人
口
も
、若
年
層
の

転
出
増
加
に
よ
り
減
少
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、県
内
で
人
口
規
模
が

同
じ
愛
荘
町
と
比
べ
て
も
、日

野
町
の
少
子
化・人
口
減
少
が

想
定
を
超
え
る
ス
ピ
ー
ド
で

押
し
寄
せ
て
き
て
い
ま
す
。

（
下
記
デ
ー
タ
参
照
）こ
の
少

子
化・人
口
減
少
が
、地
域
に

与
え
る
影
響
は
計
り
知
れ
な

く
、社
会
や
経
済
に
ま
で
も

及
び
、町
の
財
政
と
人
口
減

少
と
の
関
連
性
は
、財
政
の

硬
直
化
も
一
層
進
む
こ
と
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

き
っ
ち
り
と
現
状
の
分
析
を

行
い「
日
野
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」の
見
直
し
、「
第
６
次
総

合
計
画
」の
後
期
計
画
の
策

定
、少
子
化
対
策
を
伺
い
ま

し
た
。

　
出
生
数
低
下
の
要

因
は
、未
婚
化
・
晩
婚

化
の
進
展
と
言
わ
れ
て
お
り
、

背
景
に
は
、個
々
人
の
結
婚

や
出
産
、子
育
て
へ
の
希
望

の
実
現
を
阻
む
多
様
な
要
因

が
、複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、そ
の
対
策
の

一
つ
と
し
て
子
育
て
支
援
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　「
日
野
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

は
見
直
し
を
行
い「
第
６
次

総
合
計
画
」の
基
本
計
画
は
、

５
年
目
と
な
る
令
和
７
年
度

末
の
見
直
し
に
向
け
て
、令

和
６
年
度
か
ら
取
り
組
み
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
日
野
町
の
少
子
化
、人
口
減
少
対
策
」は
待
っ
た
無
し
だ
が
？

こ
れ
ま
で
以
上
に
少
子
化
対
策
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

山
やま

本
もと

 秀
ひで

喜
き

 議員

◇
最
後
に
要
望

　
待
機
児
童
を
出
す
こ
と

や
そ
の
過
程
に
お
い
て
厳

し
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と

を
答
弁
さ
れ
た
の
に
、新
こ

ど
も
園
の
開
園
ま
で
後
４

年
と
は
。

　
少
子
化
が
待
っ
た
無
し

な
の
に
、待
っ
て
待
っ
て
３

年
で
し
ょ
う
。も
っ
と
開
園

期
間
の
短
縮
を
図
っ
て
ほ

し
い
、こ
の
願
い
を
届
け
ま

し
た
。

子育て環境の将来像の提案
（幼児教育・保育の在り方検討懇話会より）

右の二次元コードから一般質問で使用したデー
タ資料（６枚）を見ることができます。
町の人口、出生数や将来推計人口など、国勢調査
や住民基本台帳、国立社会保障・人口問題研究所
発行の資料から作成

　
近
年
、台
風
や
豪

雨
災
害
、地
震
災
害

な
ど
多
く
発
生
し
、い
つ
ど

こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
へ
の
対
応
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。こ
う
し
た
中
、女

性
の
視
点
を
生
か
し
た
避
難

所
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

内
閣
府
の
災
害
対
応
力
を
強

化
す
る
女
性
の
視
点
、男
女

共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防

災
・
復
興
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、平
常
時
か
ら
の
男
女
共

同
参
画
の
推
進
が
防
災
・
復

興
の
基
盤
と
な
る
等
、七
つ

の
基
本
方
針
が
示
さ
れ
て
い

る
。防
災
対
策
を
伺
う
。

①
内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、

防
災
会
議
の
女
性
委
員
の
割

合
が
10
％
以
上
の
自
治
体
で

は
、乳
児
用
品
や
介
護
用
品

を
備
蓄
し
て
い
る
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
る
。町
の
女
性

委
員
の
割
合
は
。

②
町
の
備
蓄
品
に
つ
い
て
、

食
料
や
生
活
必
需
品
等
を
備

蓄
さ
れ
て
い
る
が
、食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
た
備
蓄

品
の
状
況
は
。又
、水
不
足
の

中
で
す
ぐ
に
使
え
る
液
体
ミ

ル
ク
を
備
蓄
す
る
べ
き
だ
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

③
指
定
避
難
所
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。今
、Ａ

Ｅ
Ｄ
の
ケ
ー
ス
に
三
角
巾
を

配
備
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

増
え
て
い
る
。三
角
巾
は
胸

部
を
覆
っ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
の
ほ
か
、応
急
手
当
に

も
役
立
つ
。Ａ
Ｅ
Ｄ
の
ケ
ー

ス
に
三
角
巾
配
備
の
考
え
は
。

①
現
在
19
人
の
委
員

中
女
性
委
員
は
１
人

で
5
・
3
％
で
あ
る
。

②
ア
レ
ル
ギ
ー
品
目
に
指
定

さ
れ
る
特
定
原
材
料
等
28
品

目
が
含
ま
れ
な
い
ア
ル
フ
ァ

米
を
備
え
て
い
る
。液
体
ミ

ル
ク
備
蓄
に
つ
い
て
は
、発

災
直
後
で
も
直
ち
に
飲
む
こ

と
が
可
能
な
た
め
発
注
し
た
。

③
Ａ
Ｅ
Ｄ
ケ
ー
ス
に
三
角
布

配
備
は
、応
急
手
当
に
も
役

立
つ
こ
と
に
加
え
、Ａ
Ｅ
Ｄ

使
用
時
に
は
、肌
を
隠
す
な

ど
女
性
へ
の
配
慮
か
ら
、大

　
総
合
計
画
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充

実
と
し
て
、心
身
の
健
康
や

体
力
の
保
持
増
進
が
図
ら
れ

る
よ
う
、年
齢
や
性
別
、障
が

い
の
有
無
を
問
わ
ず「
い
つ

で
も
、ど
こ
で
も
、い
つ
ま
で

も
」ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
取
り

組
め
る
機
会
の
充
実
に
努
め

る
と
し
て
い
る
。町
を
代
表

す
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
大
谷
公

園
は
近
年
、利
用
者
が
減
少

傾
向
に
な
っ
て
い
る
。住
民

が
集
い
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
こ
と
が
出
来
、幼
児
か
ら

高
齢
者
、誰
も
が
利
用
で
き

る
施
設
と
な
る
よ
う
願
い
伺

う
。

①
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、運
営
に

も
改
善
が
必
要
。例
え
ば
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
利

用
者
か
ら
は
年
払
い
な
ど
の

制
度
は
で
き
な
い
か
。備
品

借
用
の
手
間
が
か
か
る
な
ど

声
が
あ
る
が
、利
用
者
ニ
ー

ズ
に
あ
わ
せ
た
取
り
組
み
は
。

②
公
園
と
い
う
機
能
を
強
化

し
て
、小
さ
な
子
ど
も
や
子

育
て
世
代
が
過
ご
せ
る
場
所

の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

町
の
考
え
は
。

①
利
用
者
の
負
担
を

軽
減
し
、快
適
に
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
改

善
は
必
要
。そ
れ
ぞ
れ
課
題

が
あ
り
、利
用
者
全
体
の
負

担
軽
減
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、

他
市
町
の
状
況
等
研
究
し
て

い
き
た
い
。

②
敷
地
内
の
多
く
が
既
に
運

動
施
設
と
な
っ
て
い
る
が
、

よ
り
多
く
の
住
民
の
方
に
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
プ
ー
ル

の
跡
地
利
用
の
中
で
、検
討

し
て
い
き
た
い
。

大
谷
公
園
の
施
設
整
備
や
機
能
強
化
に
つ
い
て

プ
ー
ル
の
跡
地
利
用
の
中
で
、検
討
し
て
い
き
た
い

女性の視点を生かした防災対策を
能登半島地震で職員派遣で得た知識を防災対策に活かす

中
なか

西
にし

 佳
けい

子
こ

 議員

事
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、防
災
訓
練
等
に
お
い

て
、女
性
へ
の
配
慮
の
周
知

に
努
め
る
と
と
も
に
、Ａ
Ｅ

Ｄ
を
設
置
す
る
全
て
の
公
共

施
設
へ
使
用
方
法
等
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
と
三
角
巾
配
備
は

検
討
し
た
い
。

液体ミルク
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次
ペ
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ジ
は
▼

一
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質
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一 質般 問

保育園の待機児童は昨年度よりも増える見込み　
　　　　　　　　　新こども園の開園は、少なくとも4年要する

「子育てにやさしい町、こどもまんなかの日野町に」第2弾

　
い
つ
も
こ
の
時
期

に
な
る
と
、保
育
園

な
ど
の
新
年
度
の
入
園
状
況

が
心
配
に
な
り
ま
す
。待
機

児
童
は
発
生
す
る
の
か
。幼

稚
園
の
預
か
り
保
育
は
ど
う

な
の
か
な
ど
と
。

　
な
か
な
か
解
消
し
て
い
か

な
い
待
機
児
童
の
問
題
、幼

稚
園
は
大
幅
な
定
員
未
達
と

い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
状
況

の
こ
と
、保
育
士
不
足
の
問

題
な
ど
、改
善
へ
の
道
の
り

は
長
い
も
の
で
す
。

　
２
年
間
か
け
て「
日
野
町

幼
児
教
育
保
育
の
在
り
方
検

討
懇
話
会
」で
議
論
が
重
ね

ら
れ
、２
月
21
日
に
は
、堀
江

町
長
に
提
言
書
が
答
申
さ
れ

た
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

　
　

　
早
速
、新
年
度
予
算
に
は
、

新
こ
ど
も
園
基
本
構
想
設
計

委
託
が
提
案
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、い
つ
の
開
園
予
定
に
な

る
の
か
。保
育
園
の
待
機
児
童

の
状
況
な
ど
と
合
わ
せ
て
、町

の
対
応
を
伺
い
ま
し
た
。

　
現
段
階
に
お
け
る

待
機
児
童
は
、令
和

５
年
度
よ
り
増
加
す
る
と
見

込
ん
で
お
り
、幼
稚
園
の
預

か
り
保
育
は
、日
野
幼
稚
園

（
定
員
30
名
）27
名
、必
佐
幼

稚
園（
定
員
30
名
）30
名
の
利

用
申
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
こ
ど
も
園
の
開
園
時
期

は
、少
な
く
と
も
４
年
は
要

す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
１
月
か

ら
12
月
ま
で
に
生
ま

れ
た
お
子
さ
ん
の
人
数
が
、

１
０
６
人
に
な
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。10
年
前
の

平
成
26
年
に
は
、１
９
０
人

生
ま
れ
て
い
た
の
が
、半
数

近
く
な
っ
た
の
で
す
。生
産

年
齢
人
口
と
言
わ
れ
る
15
～

64
歳
の
人
口
も
、若
年
層
の

転
出
増
加
に
よ
り
減
少
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、県
内
で
人
口
規
模
が

同
じ
愛
荘
町
と
比
べ
て
も
、日

野
町
の
少
子
化・人
口
減
少
が

想
定
を
超
え
る
ス
ピ
ー
ド
で

押
し
寄
せ
て
き
て
い
ま
す
。

（
下
記
デ
ー
タ
参
照
）こ
の
少

子
化・人
口
減
少
が
、地
域
に

与
え
る
影
響
は
計
り
知
れ
な

く
、社
会
や
経
済
に
ま
で
も

及
び
、町
の
財
政
と
人
口
減

少
と
の
関
連
性
は
、財
政
の

硬
直
化
も
一
層
進
む
こ
と
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

き
っ
ち
り
と
現
状
の
分
析
を

行
い「
日
野
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」の
見
直
し
、「
第
６
次
総

合
計
画
」の
後
期
計
画
の
策

定
、少
子
化
対
策
を
伺
い
ま

し
た
。

　
出
生
数
低
下
の
要

因
は
、未
婚
化
・
晩
婚

化
の
進
展
と
言
わ
れ
て
お
り
、

背
景
に
は
、個
々
人
の
結
婚

や
出
産
、子
育
て
へ
の
希
望

の
実
現
を
阻
む
多
様
な
要
因

が
、複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、そ
の
対
策
の

一
つ
と
し
て
子
育
て
支
援
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　「
日
野
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

は
見
直
し
を
行
い「
第
６
次

総
合
計
画
」の
基
本
計
画
は
、

５
年
目
と
な
る
令
和
７
年
度

末
の
見
直
し
に
向
け
て
、令

和
６
年
度
か
ら
取
り
組
み
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
日
野
町
の
少
子
化
、人
口
減
少
対
策
」は
待
っ
た
無
し
だ
が
？

こ
れ
ま
で
以
上
に
少
子
化
対
策
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

山
やま

本
もと

 秀
ひで

喜
き

 議員

◇
最
後
に
要
望

　
待
機
児
童
を
出
す
こ
と

や
そ
の
過
程
に
お
い
て
厳

し
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と

を
答
弁
さ
れ
た
の
に
、新
こ

ど
も
園
の
開
園
ま
で
後
４

年
と
は
。

　
少
子
化
が
待
っ
た
無
し

な
の
に
、待
っ
て
待
っ
て
３

年
で
し
ょ
う
。も
っ
と
開
園

期
間
の
短
縮
を
図
っ
て
ほ

し
い
、こ
の
願
い
を
届
け
ま

し
た
。

子育て環境の将来像の提案
（幼児教育・保育の在り方検討懇話会より）

右の二次元コードから一般質問で使用したデー
タ資料（６枚）を見ることができます。
町の人口、出生数や将来推計人口など、国勢調査
や住民基本台帳、国立社会保障・人口問題研究所
発行の資料から作成

　
近
年
、台
風
や
豪

雨
災
害
、地
震
災
害

な
ど
多
く
発
生
し
、い
つ
ど

こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
へ
の
対
応
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。こ
う
し
た
中
、女

性
の
視
点
を
生
か
し
た
避
難

所
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

内
閣
府
の
災
害
対
応
力
を
強

化
す
る
女
性
の
視
点
、男
女

共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防

災
・
復
興
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、平
常
時
か
ら
の
男
女
共

同
参
画
の
推
進
が
防
災
・
復

興
の
基
盤
と
な
る
等
、七
つ

の
基
本
方
針
が
示
さ
れ
て
い

る
。防
災
対
策
を
伺
う
。

①
内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、

防
災
会
議
の
女
性
委
員
の
割

合
が
10
％
以
上
の
自
治
体
で

は
、乳
児
用
品
や
介
護
用
品

を
備
蓄
し
て
い
る
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
る
。町
の
女
性

委
員
の
割
合
は
。

②
町
の
備
蓄
品
に
つ
い
て
、

食
料
や
生
活
必
需
品
等
を
備

蓄
さ
れ
て
い
る
が
、食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
た
備
蓄

品
の
状
況
は
。又
、水
不
足
の

中
で
す
ぐ
に
使
え
る
液
体
ミ

ル
ク
を
備
蓄
す
る
べ
き
だ
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

③
指
定
避
難
所
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。今
、Ａ

Ｅ
Ｄ
の
ケ
ー
ス
に
三
角
巾
を

配
備
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

増
え
て
い
る
。三
角
巾
は
胸

部
を
覆
っ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
の
ほ
か
、応
急
手
当
に

も
役
立
つ
。Ａ
Ｅ
Ｄ
の
ケ
ー

ス
に
三
角
巾
配
備
の
考
え
は
。

①
現
在
19
人
の
委
員

中
女
性
委
員
は
１
人

で
5
・
3
％
で
あ
る
。

②
ア
レ
ル
ギ
ー
品
目
に
指
定

さ
れ
る
特
定
原
材
料
等
28
品

目
が
含
ま
れ
な
い
ア
ル
フ
ァ

米
を
備
え
て
い
る
。液
体
ミ

ル
ク
備
蓄
に
つ
い
て
は
、発

災
直
後
で
も
直
ち
に
飲
む
こ

と
が
可
能
な
た
め
発
注
し
た
。

③
Ａ
Ｅ
Ｄ
ケ
ー
ス
に
三
角
布

配
備
は
、応
急
手
当
に
も
役

立
つ
こ
と
に
加
え
、Ａ
Ｅ
Ｄ

使
用
時
に
は
、肌
を
隠
す
な

ど
女
性
へ
の
配
慮
か
ら
、大

　
総
合
計
画
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充

実
と
し
て
、心
身
の
健
康
や

体
力
の
保
持
増
進
が
図
ら
れ

る
よ
う
、年
齢
や
性
別
、障
が

い
の
有
無
を
問
わ
ず「
い
つ

で
も
、ど
こ
で
も
、い
つ
ま
で

も
」ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
取
り

組
め
る
機
会
の
充
実
に
努
め

る
と
し
て
い
る
。町
を
代
表

す
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
大
谷
公

園
は
近
年
、利
用
者
が
減
少

傾
向
に
な
っ
て
い
る
。住
民

が
集
い
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
こ
と
が
出
来
、幼
児
か
ら

高
齢
者
、誰
も
が
利
用
で
き

る
施
設
と
な
る
よ
う
願
い
伺

う
。

①
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、運
営
に

も
改
善
が
必
要
。例
え
ば
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
利

用
者
か
ら
は
年
払
い
な
ど
の

制
度
は
で
き
な
い
か
。備
品

借
用
の
手
間
が
か
か
る
な
ど

声
が
あ
る
が
、利
用
者
ニ
ー

ズ
に
あ
わ
せ
た
取
り
組
み
は
。

②
公
園
と
い
う
機
能
を
強
化

し
て
、小
さ
な
子
ど
も
や
子

育
て
世
代
が
過
ご
せ
る
場
所

の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

町
の
考
え
は
。

①
利
用
者
の
負
担
を

軽
減
し
、快
適
に
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
改

善
は
必
要
。そ
れ
ぞ
れ
課
題

が
あ
り
、利
用
者
全
体
の
負

担
軽
減
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、

他
市
町
の
状
況
等
研
究
し
て

い
き
た
い
。

②
敷
地
内
の
多
く
が
既
に
運

動
施
設
と
な
っ
て
い
る
が
、

よ
り
多
く
の
住
民
の
方
に
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
プ
ー
ル

の
跡
地
利
用
の
中
で
、検
討

し
て
い
き
た
い
。

大
谷
公
園
の
施
設
整
備
や
機
能
強
化
に
つ
い
て

プ
ー
ル
の
跡
地
利
用
の
中
で
、検
討
し
て
い
き
た
い

女性の視点を生かした防災対策を
能登半島地震で職員派遣で得た知識を防災対策に活かす

中
なか

西
にし

 佳
けい

子
こ

 議員

事
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、防
災
訓
練
等
に
お
い

て
、女
性
へ
の
配
慮
の
周
知

に
努
め
る
と
と
も
に
、Ａ
Ｅ

Ｄ
を
設
置
す
る
全
て
の
公
共

施
設
へ
使
用
方
法
等
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
と
三
角
巾
配
備
は

検
討
し
た
い
。

液体ミルク

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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介護関係では「介護人材確保対策事業補助金」を、保育関係では
「保育士等奨学金返還支援事業補助金」を当初予算に計上する

介護・障害福祉・保育所での人手不足について

大
規
模
災
害
に
対
す
る
町
の
支
援
体
制
に
つ
い
て

　
政
府
が「
介
護
事

業
経
営
実
態
調
査
」

で
訪
問
介
護
の
利
益
率
が
、

全
介
護
サ
ー
ビ
ス
平
均
を
上

回
っ
た
こ
と
を
理
由
に
介
護

報
酬
の
引
き
下
げ
を
打
ち
出

し
て
き
た
。こ
れ
に
対
し
関

係
者
は
、地
域
１
件
ず
つ
回

る
従
来
型
の
事
業
所
と
、併

設
型
事
業
所
と
一
緒
に
考
え

る
の
は
お
か
し
い
。そ
れ
に

対
し
て
厚
労
省
は
、基
本
報

酬
を
引
き
下
げ
て
も
、処
遇

改
善
加
算
率
を
引
き
上
げ
た

の
で「
プ
ラ
ス
改
定
」だ
と
言

っ
て
い
る
。障
害
福
祉
部
門

で
は
、医
療
的
ケ
ア
者
の
生

活
介
護
と
放
課
後
デ
イ
を
受

け
入
れ
る
事
業
所
を
す
る
と

医
療
的
ケ
ア
者
を
受
け
入
れ

る
た
め
に
は
、看
護
師
を
お

い
て
し
っ
か
り
し
た
体
制
構

築
が
不
可
欠
で
す
が
、看
護

師
分
の
人
件
費
を
出
す
の
に

は
程
遠
い
加
算
額
だ
と
。保

育
所
で
は
各
公
立
保
育
園
の

園
長
先
生
は
、人
手
不
足
の

た
め
休
憩
時
間
に
事
務
・
保

育
準
備
を
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
。会
計
年
度
任
用
職
員

の
方
々
に
正
規
職
員
と
同
じ

よ
う
に
、ク
ラ
ス
責
任
者
を

し
て
い
る
園
も
あ
る
と
言
っ

て
い
た
。

①
町
内
で
働
く
介
護
・
障
害

福
祉
・
保
育
関
係
の
労
働
条

件
に
関
す
る
実
態
把
握
の
有

無
に
つ
い
て
伺
う
。

②
町
と
し
て
介
護
・
障
害
福

祉
・
保
育
関
係
の
人
手
不
足

の
解
決
に
向
け
て
、具
体
的

に
検
討
さ
れ
て
い
る
内
容
を

伺
う
。

①
町
内
の
企
業
に
対

し
、郵
送
に
よ
る
景

況
調
査
を
実
施
。従
業
員
の

確
保
や
人
件
費
の
増
加
な
ど

が
経
営
上
の
課
題
に
な
っ
て

い
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。

保
育
現
場
の
現
状
は
、人
材

不
足
や
現
場
で
の
多
様
な
支

援
、事
務
量
の
増
大
等
に
よ

り
、保
育
士
が
心
身
の
疲
労

を
感
じ
て
い
な
い
か
、悩
み

や
要
望
を
直
接
保
育
士
本
人

か
ら
声
を
聴
き
、丁
寧
な
対

応
を
心
が
け
て
い
る
。

②
介
護
分
野
で
は
、令
和
6

年
度
新
規
事
業
と
し
て
、介

護
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
者

の
人
材
確
保
、定
着
や
促
進
・

①
町
で
は
災
害
時
の

食
料
備
蓄
を
何
日
分

ど
こ
で
保
管
し
て
い
る
か
。

②
各
避
難
所
で
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
あ
る
か
。

③
町
の
長
期
滞
在
す
る
避
難

所
に
簡
易
的
な
空
調
設
備
の

設
置
は
検
討
し
て
い
る
か
伺

う
。

④
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、原
発
が
破
損
し
て
放

射
能
が
大
気
中
に
拡
散
す
る

可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
考

え
る
。そ
こ
で
日
野
町
で
も

ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
を
考
え
て

い
る
か
伺
う
。

①
県
が
実
施
し
た
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

が
発
生
し
た
場
合
の
地
震
被

害
想
定
の
結
果
を
も
と
に
、

約
２
，２
０
０
人
の
１
日
分

の
食
糧
・
水
の
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。保
管
場
所
に
つ

き
ま
し
て
は
、防
災
セ
ン
タ

ー
１
階
の
倉
庫
に
保
管
し
て

い
る
。

②
平
成
27
年
４
月
に
策
定
、

令
和
３
年
２
月
に
改
訂
し
た

冊
子
を
備
え
て
い
る
。能
登

半
島
地
震
の
支
援
に
派
遣
さ

れ
た
職
員
の
意
見
を
参
考
に

し
な
が
ら
、有
事
の
際
、避
難

所
運
営
に
活
用
し
て
い
く
。

③
被
災
者
の
健
康
管
理
の
観

点
か
ら
、災
害
時
応
援
協
定

を
締
結
し
た
民
間
業
者
か
ら

簡
易
的
な
空
調
設
備
の
提
供

で
対
応
す
る
。

④
日
野
町
に
最
も
近
い
原
子

力
発
電
所
か
ら
当
町
迄
74
㎞

の
距
離
が
あ
り
、有
事
の
際

は
、自
宅
等
へ
の
屋
内
退
避

を
呼
び
か
け
る
区
域
と
判
断

さ
れ
る
。ヨ
ウ
素
剤
の
保
存

方
法
は
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
、直
射
日
光
や
高
温
多
湿

を
避
け
る
こ
と
、子
ど
も
が

誤
飲
し
な
い
よ
う
に
補
完
す

る
と
な
っ
て
い
る
。配
布
に

つ
い
て
は
、効
果
的
な
配
布

方
法
を
研
究
す
る
。

２
，２
０
０
人
１
日
分
の
食
糧・水
の
確
保
、災
害
時
応
援
協
定
を

締
結
し
た
民
間
業
者
か
ら
の
簡
易
的
な
空
調
設
備
を
提
供

松
まつ

田
だ

 洋
よう

子
こ

 議員

質
の
向
上
を
目
的
に
、町
内

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ

補
助
す
る「
介
護
人
材
確
保

対
策
事
業
補
助
金
」を
当
初

予
算
に
計
上
。障
害
福
祉
分

野
で
は
、福
祉
事
業
者
や
行

政
等
が
連
携
し
検
討
し
て
い

る
東
近
江
地
域
障
害
児（
者
）

サ
ー
ビ
ス
調
整
会
議
等
の
場

で
、今
後
も
情
報
収
集
に
努

め
る
。保
育
分
野
で
は
、町
内

の
保
育
所
等
に
勤
務
す
る
保

育
士
に
対
し
、奨
学
金
返
還

金
の
一
部
を
補
助
す
る「
保

育
士
等
奨
学
金
返
還
支
援
事

業
補
助
金
」を
当
初
予
算
に

計
上
。働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
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一 質般 問

わたむき自動車プロジェクト 「チョイソコひの」について

夜間・休日運行はエリア拡大を図ってから検討

　
私
の
地
域
の
60
代

の
方
々
は
、車
の
運

転
を
さ
れ
る
こ
と
か
ら
昼
間

の
利
用
は
少
な
い
も
の
の
町

内
の
飲
食
店
を
夕
方
利
用
す

る
時
の
帰
り
に
使
っ
て
み
た

い
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、土
曜
日
に
開
院
し
て
い

る
医
療
機
関
へ
の
利
用
ニ
ー

ズ
も
多
く
あ
り
、チ
ョ
イ
ソ

コ
を
運
営
す
る
他
の
自
治
体

で
も
、土
曜
運
行
は
多
く
あ

り
ま
す
。

①
時
間
や
曜
日
の
拡
大
検
討

は
な
さ
れ
て
い
ま
す
か
。こ

の
交
通
手
段
は
地
域
交
通
弱

者
で
あ
る
高
齢
者
へ
の
施
策

と
考
え
ま
す
。

②
福
祉
の
側
面
か
ら
も
配
慮

が
必
要
で
、町
営
バ
ス
に
あ

る
福
祉
乗
車
証
制
度
と
均

衡
・
免
許
証
返
納
者
へ
の
対

応
・
回
数
券
や
早
期
予
約
割

引
・
年
齢
や
利
用
時
間
に
よ

る
割
引
や
割
増
な
ど
今
後
の

料
金
体
系

を
ど
う
考

え
ま
す
か
。

　

チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の

に
つ
い
て
質
問
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

①
運
行
時
間
の
延
長
や
土
曜

日
運
行
の
検
討
に
つ
い
て
は

実
証
実
験
の
実
施
地
区
の
皆

さ
ん
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

り
約
１
５
０
人
が
早
朝
・
夜

間
の
利
用
を
、
約
１
２
０
人

が
土
曜
日
の
利
用
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
運

行
エ
リ
ア
の
拡
大
な
ど
の
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
夜
間
や
休
日
の
運
行

を
先
行
し
て
行
う
予
定
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

②
料
金
に
つ
い
て
は
「
チ
ョ

イ
ソ
コ
ひ
の
」
が
近
く
の
停

留
所
か
ら
ご
希
望
の
目
的
地

に
移
動
で
き
る
な
ど
町
営
バ

ス
よ
り
も
利
便
性
が
高
い
移

動
手
段
で
あ
る
ほ
か
、今
後
、

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通

と
し
て
い
く
た
め
一
定
の
運

賃
負
担
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
町
民
の
方
か
ら
も

同
様
の
要
望
を
い
た
だ
い
て

い
る
た
め
、
町
内
に
お
け
る

地
域
公
共
交
通
全
体
の
再
編

の
中
で
研
究
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
わ
が
町
の
シ
ン
ボ

ル
綿
向
山
は
冬
の
時

期
、山
頂
付
近
の
樹
氷
を
見

る
た
め
県
内
の
み
な
ら
ず
近

隣
の
他
府
県
か
ら
も
多
く
の

登
山
者
が
訪
れ
、ま
た
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。登
山
用

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
プ
リ
の
普
及
に
よ

り
樹
氷
の
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
が

良
い
と
み
れ
ば
、次
の
休
日

に
は
３
か
所
の
駐
車
場
が
満

杯
と
な
り
、地
元
の
方
は
緊

急
車
両
の
通
行
に
支
障
に
な

ら
な
い
か
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。

①
そ
こ
で
冬
季
の
登
山
者
数

は
ど
れ
く
ら
い
か
把
握
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

②
昨
年
の
冬
に
わ
た
む
き
自

動
車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環

で
臨
時
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま

し
た
が
、そ
の
時
の
利
用
者

数
や
評
価
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

③
私
は
こ
の
冬
季
の
駐
車
場

不
足
の
解
決
に
は
駐
車
場
設

備
の
拡
充
、拡
大
で
は
な
く
、

マ
イ
カ
ー
登
山
者
を
県
道
西

明
寺
水
口
線
に
導
き
入
れ
な

い
対
応
が
ベ
ス
ト
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。つ
ま
り
役
場
駐

車
場
ま
た
は
ブ
ル
ー
メ
の
丘

の
駐
車
場
か
ら
の「
パ
ー
ク

＆
ラ
イ
ド
」方
式
を
と
り
、登

山
用
臨
時
バ
ス
を
休
日
に
運

行
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

令
和
９
年
か
ら
の
登
山
者
の

ス
ム
ー
ズ
な
受
入
れ
に
む
け

当
局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

綿
向
山
は
登
山
道

が
整
備
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
山
頂
か
ら
の
眺
望
、

特
に
冬
季
は
樹
氷
が
綺
麗
な

こ
と
か
ら
県
内
外
か
ら
大
勢

の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

①
観
光
入
込
客

統
計
に
よ
る
と

令
和
５
年
の
１

月
か
ら
12
月
に

９
，２
５
０
人

で
、う
ち
１
月

と
２
月
に
計
４
，

５
０
０
人
程
度

の
来
客
が
あ
り
今
冬
は
さ
ら

に
上
回
る
人
出
が
あ
り
ま
し

た
。駐
車
場
用
地
に
つ
い
て

は
地
元
西
明
寺
区
に
協
力
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

②
昨
年
ブ
ル
ー
メ
の
丘
か
ら

運
行
し
た
臨
時
バ
ス
の
利
用

者
は
行
き
が
６
便
90
人
で
帰

り
は
７
便
88
人
で
し
た
。周

辺
の
混
雑
回
避
に
一
定
の
効

果
が
あ
り
ま
し
た
。

③
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
方
式
は

駐
車
場
対
策
に
有
効
で
あ
り

ま
す
が
、バ
ス
の
借
上
げ
経

費
の
捻
出
や
天
気
に
よ
る
利

用
者
の
変
動
が
あ
り
引
き
続

き
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

綿
向
山
に
急
増
す
る
冬
季
の
登
山
者
駐
車
場
に
つ
い
て

工
事
規
制
が
解
除
さ
れ
る
令
和
９
年
に
む
け
検
討
を
進
め
て
い
く

柚
ゆの

木
き

 記
き

久
く

雄
お

 議員
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社会の変化に対応して事業の見直しが必要

日野町社会教育における課題は？

　
近
年
、ど
の
分
野

に
お
い
て
も
担
い
手

不
足
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
の

課
題
解
決
が
叫
ば
れ
て
い
る
。

し
か
し
、社
会
教
育
機
関
が

ま
ち
づ
く
り
に
二
の
足
を
踏

ん
で
い
る
間
に
、別
部
署
が

課
題
解
決
に
参
入
し
て
き
た
。

総
務
省
、農
水
省
、厚
労
省
が

そ
れ
ぞ
れ
予
算
を
つ
け
て
い

る
。社
会
教
育
部
局
が
無
く

な
っ
た
市
町
も
あ
る
。

　
先
日
開
催
の
日
野
町
社
会

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
何
か
に

反
映
さ
れ
実
施
さ
れ
る
の

か
？
日
野
町
の
社
会
教
育
が

消
え
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、

教
育
機
関
な
ら
で
は
の
課
題

設
定
と
研
修
と
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
つ
く
る
こ
と
が
必

要
な
の
で
は
な
い
か
？

（
生
涯
学
習
課
長
）

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の

学
び
や
成
果
は
社
会
教
育
委

員
会
議
を
通
じ
て
各
公
民
館

事
業
に
も
共
有
さ
れ
て
い
く

も
の
で
あ
る
。

（
教
育
長
）　

行
政
の
事
業
を

社
会
教
育
の
視
点
か
ら
見
直

し
、次
に
活
か
す
仕
掛
け
を

講
じ
て
い
き
た
い
。

（
町
長
）　

社
会
教
育
施
設
公

民
館
の
意
味
合
い
と
い
う
の

は
教
育
が
根
底
に
あ
り
、そ

の
独
自
性
を
ど
う
出
し
て
い

く
か
が
日
野
町
ら
し
さ
で
あ

っ
て
、む
し
ろ
そ
れ
が
一
番

大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。課
題
解
決
が
人
の
教
育

に
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
く
の

か
と
い
う
と
こ
ろ
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
。

　
日
野
町
地
域
お
こ

し
協
力
隊（
以
下
隊

員
）の
活
動
は「
移
住
定
住
・

関
係
人
口
創
出
」ミ
ッ
シ
ョ

ン
が
半
分
で
あ
る
が
、明
確

な
役
割
分
担
が
な
い
ま
ま
成

果
を
依
存
し
評
価
す
る
の
は

隊
員
に
酷
だ
。プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
の
行
政
の
体
制
は
？

　
隊
員
活
動
の
残
り
半
分
は

自
身
の
定
住
活
動
な
の
で
自

己
実
現
と
も
い
え
る
。隊
員

の
自
己
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
で

き
な
け
れ
ば
、日
野
町
住
民

の
自
己
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。

現
状
の
日
野
町
に
は
、住
民

の
誰
も
が
自
己
実
現
を
し
や

す
く
な
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト

の
仕
組
み
が
な
い
よ
う
に
思

う
が
、行
政
に
で
き
る
支
援

体
制
は
？
幸
福
度
を
高
め
る

こ
と
や
自
己
実
現
の
し
や
す

さ
を
大
き
く
左
右
す
る
の
は
、

職
員
を
含
む
教
育
の
仕
組
み

な
の
で
は
な
い
か
？

（
企
画
振
興
課
）

　

行
政
と
し
て
隊
員

に
は
、移
住
定
住
で
建
設
計

画
課
と
連
携
や
移
住
フ
ェ
ア

に
同
行
な
ど
は
、し
て
も
ら

っ
て
い
な
い
。空
き
家
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
日

野
町
住
民
が
主
体
的
に
空
き

家
活
用
を
す
る
広
が
り
を
期

待
し
て
い
る
。行
政
は
隊
員

か
ら
の
企
画
を
一
緒
に
考
え
、

町
内
関
係
者
へ
橋
渡
し
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
。し
か
し

隊
員
の
自
己
実
現
の
サ
ポ
ー

ト
を
高
い
レ
ベ
ル
で
で
き
る

人
が
い
な
い
。隊
員
が
1
人

で
抱
え
込
ま
な
い
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
充
実
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
総
務
課
長
）　

ヒ
ュ
ー
マ
ン

ス
キ
ル
の
研
修
は
充
分
で
は

な
い
。こ
れ
か
ら
は
職
員
に

も
コ
ー
チ
ン
グ
や
プ
レ
ゼ
ン

な
ど
の
人
を
や
る
気
に
さ
せ

る
よ
う
な
仕
掛
け
る
力
が
必

要
に
な
る
と
思
う
。

（
町
長
）　

隊
員
サ
ポ
ー
ト
の

協
議
会
が
滋
賀
県
で
設
立
さ

れ
た
の
で
連
携
し
た
い
。

　

教
育
的
な
部
分
で
人
を
ど

う
自
己
実
現
し
て
い
く
か
は

と
て
も
重
要
だ
。こ
れ
か
ら

の
地
域
に
は
、安
定
し
た
素

晴
ら
し
い
地
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
だ
け
で
な
く
、新
た
に
価

値
観
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

よ
っ
て
自
己
実
現
を
し
て
い

く
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
支
援

体
制
に
つ
い
て
模
索
し
て
い

き
た
い
。

野
の

矢
や

 貴
たか

之
ゆき

 議員

自
己
実
現
の
た
め
に
行
政
に
は
何
が
で
き
る
？

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る

▲�社会教育においても実施されていれば
どんどん改善していくPDCAサイクル

◀�

目
標
達
成
や
自
己
実
現
を
促
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コ
ー
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グ
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一 質般 問

わたむき自動車プロジェクト（その7） 
通勤バス実証実験の中止をどう総括するか

今後はワーキンググループなどで共有し、研究する

教
員
の
長
時
間
労
働
と
教
員
不
足
を
ど
う
す
る
か

　
教
員
の
長
時
間
労

働
と
教
員
不
足
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
１
、

２
）

　
文
科
省
の
資
料
は
信
じ
が

た
い
数
字
だ
が
、町
内
の
小

学
校
で
も
、朝
職
員
室
を
出

て
給
食
、掃
除
指
導
な
ど
夕

方
ま
で
戻
ら
な
い
先
生
も
お

ら
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　
産
休
･
育
休
の
代
替
教
員

も
現
場
で
校
長
先
生
が
百
人
、

二
百
人
と
電
話
依
頼
し
て
も

見
つ
か
ら
な
い
こ
と
も
。残

業
時
間
は
60
年
前
の
15
倍
以

上（
表
２
）だ
が
、「
給
特
法
」

で
残
業
手
当
は
出
な
い
。教

員
養
成
系
大
学
が
敬
遠
さ
れ
、

教
員
志
望
者
が
減
。教
員
不

足
は
深
刻
で
す
。

①
学
校
現
場
に
求
め
た
い
努

力
は
何
か
。

②
町
教
委
は
ど
う
す
べ
き
か
。

③
保
護
者
の
み
な
さ
ん
や
地

域
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
は

何
か
。

①
業
務
を
見
直
し
、

様
々
な
事
務
の
一
元

化
に
よ
る
作
業
時
間
の
短
縮

な
ど
で
現
場
と
と
も
に
努
力

し
た
い
。そ
の
こ
と
が
充
実

し
た
授
業
や
楽
し
い
学
校
づ

く
り
に
つ
な
が
る
。

県
に
財
政
支
援
の
継
続
を
要
望
、ハ
ー
ド
面
の
整
備

　
通
勤
バ
ス
実
証
実

験
の
本
年
度
中
止
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
根
幹
部
分
が
振
り

出
し
に
戻
る
と
い
う
大
変
な

事
態
で
す
。

①
町
長
は
ど
う
受
け
と
め
て

お
ら
れ
ま
す
か
。

②
経
緯
を
科
学
的
合
理
的
に

分
析
し
、総
括
さ
れ
た
い
。

③
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
に
占

め
る
バ
ス
実
証
実
験
経
費
の

割
合
を
伺
い
ま
す
。

④
路
線
バ
ス
化
断
念
で
今
後

通
勤
対
策（
渋
滞
、C
O
2
の
削

減
等
）は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

⑤「
チ
ョ
イ
ソ
コ
」は
今
概
ね

好
評
で
す
が
、午
前
の
利
用

者
の
重
な
り
、町
外
利
用
の

帰
路
の
扱
い
、目
的
停
留
所

位
置
の
柔
軟
性
、利
用
エ
リ

ア
の
拡
大
な
ど
多
く
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。根
本
的
に
は

相
乗
り
の
奨
励
、必
要
台
数

確
保
、運
行
時
間
・
曜
日
・
町

内
全
域
へ
の
拡
大
を
ど
う
し

て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

①
一
定
の
利
用
者
が

見
込
め
ず
、渋
滞
緩

和
な
ど
の
実
験
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
は
残
念
で
な
ら
な

い
。

②
得
ら
れ
た
知
見
を
整
理
し
、

通
勤
バ
ス
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
に
お
い
て
取
り
ま
と
め

を
行
う
予
定
。

③
決
算
見
込
み
３
５
２
０
万

円
余
。事
業
全
体
の
約
27
％

に
な
る
。

④
引
き
続
き
通
勤
バ
ス
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
共

有
し
、研
究
し
て
い
く
。

⑤
午
後
利
用
の
呼
び
か
け
、

予
約
時
間
設
定
の
見
直
し
、

町
外
施
設
利
用
者
に
丁
寧
な

案
内
な
ど
を
予
定
。停
留
所

位
置
は
変
更
可
能
。運
行
エ

リ
ア
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

地
域
公
共
交
通
全
体
の
再
編

の
中
で
検
討
し
た
い
。頂
い

た
意
見
も
踏
ま
え
研
究
、あ

わ
せ
て
利
用
者
へ
の
周
知
に

努
め
た
い
。

加
か

藤
とう

 和
かず

幸
ゆき

 議員

表１ 教員の勤務時間
平日 土日 週あたり

勤務時間
平日の
休憩時間

小学校教諭 11時間23分 １時間12分 59時間19分 １日 ５分
中学校教諭 11時間33分 ３時間07分 63時間59分 １日 ７分
高校教諭 10時間36分 ３時間00分 59時間00分 １日24分

（出典：文部科学省「全国教員勤務実態調査」〈2022年実施〉より）

表２ １週間あたりの残業時間の変化
1966年 2022年

小学校 １時間20分 21時間34分
中学校 ２時間30分 29時間41分

（出典：表1 と同じ、ただし1966年は文部省による推計値）

②
県
や
国
か
ら
の
文
書
事
務

な
ど
の
精
査
、学
校
現
場
へ

の
負
担
軽
減
。県
に
財
政
支

援
の
継
続
を
要
望
。留
守
番

電
話
、校
務
支
援
ソ
フ
ト
の

導
入
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
整
備
。

③
学
校
と
家
庭
、地
域
が
連

携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
。地
域
学
校
協
働
活
動
へ

の
参
画
。
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町総合計画と
町長のマニフェストから見る新年度予算編成

子ども施策など３つの柱を重点にしっかり取り組む

名
神
名
阪
連
絡
道
路
計
画
の
課
題
と
見
通
し
を
問
う

　
令
和
６
年
度
当
初

予
算
が
提
示
さ
れ
ま

し
た
が
、実
施
中
の
第
６
次

日
野
町
総
合
計
画（
Ｒ
３
年

度
～
Ｒ
12
年
度
）と
の
関
連
、

堀
江
町
長
の
目
指
す
日
野
町

の
姿
、課
題
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。（

町
長
・
関
連
課
）

　

令
和
６
年
度
予
算

で
は
町
総
合
計
画
推
進
に
向

け
、各
事
業
を
横
断
的
に
取

り
組
み
、大
き
く
は
次
の
三

点
を
柱
と
し
て
い
る
。

　

第
一
に
子
ど
も
施
策
の
充

実
。具
体
的
に
は
、こ
ど
も
園

新
設
に
向
け
た
検
討
、保
育

士
等
奨
学
金
返
還
支
援
補
助

金
の
創
設
、子
育
て
応
援
・
地

域
お
で
か
け
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
の
実
施
、桜
谷
学
童
保
育

所
さ
く
ら
ん
ぼ
の
保
育
室
拡

張
工
事
、中
学
校
不
登
校
対

応
支
援
員
の
増
員
、フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
利
用
助
成
の
引
き

上
げ
、高
校
生
等
の
医
療
費

完
全
無
償
化
、在
宅
子
育
て

層
の
幼
児
一
時
預
か
り
実
施

等
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

第
二
に
既
存
事
業
の
着
実

な
推
進
。「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ

の
」の
本
格
運
行
な
ど
で
誰

も
が
利
用
し
や
す
い
公
共
交

通
を
実
現
す
る
。

　

第
三
に
町
民
生
活
の
更
な

る
支
援
を
目
指
し
、一
般
家

庭
の
水
道
料
金
を
４
月
以
降
、

約
２
割
引
き
下
げ
る
。

　

前
回
の
町
長
選
出
馬
時
に

掲
げ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
主

要
11
項
目
に
つ
い
て
は
修
正

な
ど
を
行
っ
て
お
ら
ず
、概

ね
達
成
も
し
く
は
着
手
で
き

た
。

　

少
子
高
齢
化
、人
口
減
少

社
会
と
い
う
課
題
に
向
け
た

新
た
な
目
標
と
し
て
は
少
子

化
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
、

自
治
会
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
活
性
化
に
力
を
注
ぎ
た

い
。

　
名
神
名
阪
連
絡
道

路
計
画
は
昨
年
４
月

に
全
線
が
重
要
物
流
道
路
計

画
区
間
に
指
定
さ
れ
て
以
来
、

進
捗
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
が
、

現
状
や
進
捗
、今
後
の
課
題
、

見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

（
町
長
・
建
設
計
画
課
）

　

本
道
路
計
画
は
滋

賀
県
と
三
重
県
両
県
で
進
め

ら
れ
て
お
り
、こ
れ
ま
で
有

識
者
会
議
、住
民
意
見
聴
取

や
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
、住
民

説
明
会
等
を
行
っ
て
き
た
。

県
か
ら
は
事
業
ス
キ
ー
ム

（
枠
組
み
）に
関
す
る
国
と
の

調
整
に
時
間
を
要
し
て
い
る

と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

昨
年
11
月
に
は
、日
野
町
か

ら
は
質
問
者
議
員
も
会
員
と

な
っ
て
お
ら
れ
る
通
り
、地

元
国
会
議
員
が
発
起
人
と
な

り
名
神
名
阪
連
絡
道
路
建
設

促
進
議
員
連
盟
も
設
立
さ
れ

た
。

　

本
計
画
に
は
莫
大
な
事
業

費
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら

事
業
主
体
も
ま
だ
決
ま
っ
て

い
な
い
。こ
の
よ
う
な
現
状

を
鑑
み
、名
神
名
阪
連
絡
道

路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
の

副
会
長
を
務
め
る
堀
江
町
長

も
、積
極
的
に
要
望
活
動
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、今
後

に
向
け
て
滋
賀
県
と
町
で
意

見
交
換
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

町
と
し
て
は
住
民
の
意
見

を
丁
寧
に
聞
き
、慎
重
に
ル

ー
ト
を
決
定
す
る
と
と
も

に
、Ｉ
Ｃ
に
つ
い
て
も
、町
内

の
物
流
拠
点
と
な
る
こ
と
、

観
光
振
興
や
地
域
振
興
に
繋

が
る
と
の
観
点
か
ら
、町
内

へ
の
設
置
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。国
道
３
０
７
号
と
の

生
活
・
物
流
道
路
分
離
に
よ

る
渋
滞
緩
和
、交
通
安
全
、経

済
発
展
、観
光
・
地
域
振
興
、

災
害
時
の
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

―
ク
構
築
な
ど
、重
要
な
道

路
計
画
と
し
て
、今
後
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
域
や
団
体
、県
と
協
力
し
、積
極
的
に
要
望
活
動
に
取
り
組
む

後
ご

藤
とう

 勇
ゆう

樹
き

 議員

子ども・子育て施策は町政の最重要課題

名神名阪連絡道路は名阪国道上柘植ＩＣ～
名神八日市ＩＣ付近を結ぶ約30kmの道路計画です

滋賀県のホーム
ページより
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一 質般 問

地域の運営の在り方を研究し、後押しできる仕組みを検討

少子高齢化による字内役員の選出難題について

西
にし

澤
ざわ

 正
まさ

治
はる

 議員

　
第
６
次
日
野
町
総

合
計
画
に
は「
時
代

の
変
化
に
対
応
し
だ
れ
も
が

輝
き
と
も
に
創
る
ま
ち
日

野
」と
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
化
が
進
み
人
口
減
少

に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
今

日
、当
字
内
に
お
い
て
、公
民

館
実
行
委
員
の
選
出
に
館
長

を
中
心
に
改
革
を
行
い
人
員

の
削
減
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
字
内
で
は
農
業
関

係
や
福
祉
関
係
、女
性
部
部

会
、消
防
、寺
社
と
多
く
の
役

職
が
あ
り
一
人
で
数
多
く
の

役
職
を
兼
任
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
字
内
の

区
長
経
験
者
６
名
で「
む
ら

を
良
く
す
る
会
」を
立
ち
上

げ
、字
内
全
世
帯
18
才
以
上

の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

て
い
た
だ
き
、回
収
率
80
％

の
回
答
を
得
て
、将
来
に
向

け
て
の
関
心
が
高
い
こ
と
が

伺
い
知
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　
い
つ
ま
で
も
住
み
た
い
、

住
み
続
け
た
い
村
を
創
り
上

げ
る
改
善
策
の
検
討
課
題
を

見
い
だ
し
、改
善
を
図
っ
て

い
く
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
内

容
か
ら
伺
い
ま
し
た
。

①
組
織
が
多
く
て
そ
れ
に
伴

い
役
職
が
多
く
業
務
も
多
い
。

仕
事
を
し
て
い
る
現
役
世
代

に
し
て
み
れ
ば
負
担
に
思
う
。

若
い
人
に
住
み
続
け
て
も
ら

う
に
は
思
い
き
っ
た
改
革
を

す
る
べ
き
で
は
。

②
区
長
会
、農
業
組
合
な
ど

は
夕
刻
に
よ
り
会
議
を
開
催

さ
れ
て
い
る
。そ
の
他
の
行

政
的
な
事
柄
は
平
日
会
議
を

概
ね
行
わ
れ
て
い
る
が
考
慮

し
て
も
ら
え
な
い
か
。

③
様
々
な
募
金
が
あ
り
、任

意
で
は
あ
る
が
組
長
さ
ん
が

集
金
に
来
ら
れ
る
と
断
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。集
金
方

法
を
考
え
て
欲
し
い
。

①
日
本
全
体
が
構
造

的
に
人
口
減
少
社
会

と
な
っ
て
い
る
中
、当
町
に

お
き
ま
し
て
も
若
者
の
流
出

や
出
生
数
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、地
域
の
担
い
手
が
減
少

し
、今
ま
で
継
続
さ
れ
て
き

た
字
単
位
で
活
動
を
進
め
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

時
代
の
変
化
や
雇
用
形
態

の
変
化
に
対
応
し
た
地
域
組

織
の
在
り
方
や
会
議
の
持
ち

方
に
つ
い
て
改
善
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

町
と
し
て
も
、地
域
づ
く

り
の
情
報
提
供
や
話
し
合
い

の
場
の
提
供
な
ど
、こ
れ
か

ら
の
地
域
運
営
の
在
り
方
に

つ
い
て
研
究
し
、地
域
の
み

な
さ
ん
を
後
押
し
で
き
る
仕

組
み
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
会
議
の
開
催
時
間
に
つ
い

て
は
、会
議
に
参
加
い
た
だ
く

委
員
の
み
な
さ
ん
の
ご
都
合

や
ご
意
見
を
伺
う
中
で
、会
議

の
持
ち
方
に
つ
い
て
柔
軟
な

対
応
に
努
め
た
い
。

③
募
金
や
協
力
金
に
つ
い
て

は
、あ
く
ま
で
も
任
意
で
お

願
い
し
て
い
る
も
の
で
、自

治
会
に
よ
っ
て
は
袋
の
み
を

配
布
し
、協
力
い
た
だ
け
る

方
は
組
長
さ
ん
や
自
治
会
長

さ
ん
の
お
宅
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
と
い
う
よ
う
な
集
め
方

を
さ
れ
て
い
る
字
も
あ
る
。

　

各
自
治
会
等
で
、集
め
や

す
い
方
法
で
お
願
い
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

①議員相談室を設置しました
　住民の皆さまの声を聴くための場として、議員相談室を役場４階に
設置しました。

②出前懇談会を実施します
　日野町議会の議員がお伺いして、町政に関する課題等についてご意
見をお聴きします。
　町内に在住又は勤務されている人で構成する概ね５人以上の団体が対象となります。
申込み等、詳細は日野町議会ホームページをご覧ください。

住民の皆さまの声をお聴かせください

議員相談室

次
ペ
ー
ジ
は
▼

提
出
さ
れ
た
議
案
と
結
果
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町 長 提 出 議 案 結　果 福
永
谷
口
松
田
柚
木
川
東
野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
中
西
西
澤

＊
杉
浦

日野町介護保険条例の一部を改正する条例 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町指定地域密着型サービス事業者等の指定に関
する基準を定める条例および日野町指定地域密着型
サービスの事業の人員、設備および運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備
および運営に関する基準を定める条例等の一部を改
正する条例

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町営住宅の設置および管理に関する条例の一部
を改正する条例 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町上水道給水条例の一部を改正する条例 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町上水道給水条例および日野町布設工事監督者
の配置および資格ならびに水道技術管理者の資格を
定める条例の一部を改正する条例

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町税条例の一部を改正する条例 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
令和５年度 補 正 予 算 （ ７ 議 案 ）

一般会計（第８号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

国民健康保険特別会計（第３号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

介護保険特別会計（第３号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

後期高齢者医療特別会計（第２号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

水道事業会計（第２号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

下水道事業会計（第３号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

一般会計（第９号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
令和６年度 当 初 予 算 （ ７ 議 案 ）

一般会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

国民健康保険特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

介護保険特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

西山財産区会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

水道事業会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

下水道事業会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
令和６年度 補 正 予 算 （ １ 議 案 ）

一般会計（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

議 員 提 出 議 案
選 挙 （ １ 件 ）

日野町選挙管理委員および同補充員の選挙　指名推選による選挙
日野町選挙管理委員　
　小西葊氏（下駒月）、堀井孝郎氏（小野）、蒲生行正氏（音羽）、山田人志氏（大窪）
日野町選挙管理委員補充員　
　石岡英明氏（大窪）、久村重次氏（十禅師）、川原幸司氏（安部居）、岡正基氏（鎌掛）
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提出された議案と結果

＊
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
み
「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

〇賛成　×反対

第１回臨時会（２月５日）

第２回定例会（３月１日～22日）

町 長 提 出 議 案 結　果 福
永
谷
口
松
田
柚
木
川
東
野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
中
西
西
澤

＊
杉
浦

財産の 取 得 （ １ 議 案 ）
町立小学校教員用指導書
◎取得の金額　　1,165万4,500円
◎取得の相手方　株式会社石岡教文堂
　　　　　　　　代表取締役　石岡英明

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和５年度 補 正 予 算 （ ２ 議 案 ）
一般会計（第７号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
下水道事業会計（第２号）　　 原案可決 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／

議 員 提 出 議 案 結　果 福
永
谷
口
松
田
柚
木
川
東
野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
中
西
西
澤

＊
杉
浦

付帯 決 議 （ １ 件 ）
議第３号令和５年度日野町下水道事業会計補正予算
（第２号）に対する付帯決議 決議 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／

町 長 提 出 議 案 結　果 福
永
谷
口
松
田
柚
木
川
東
野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
中
西
西
澤

＊
杉
浦

人 事 （ ７ 議 案 ）
日野町教育委員会教育長の任命
安田寛次氏（松尾） 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町公平委員会委員の選任
長束晶氏（中之郷） 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町情報公開・個人情報保護審査会委員の委嘱
（５議案）
伊藤慧氏（大津市）、石塚武志氏（京都市）、本多滝夫氏
（大津市）、野口秀雄氏（増田）、藤澤隆氏（清田）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

条例の制定 ・ 一 部 改 正 （ 1 3 議 案 ）
地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整理に関する条例 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町行政手続条例および日野町情報通信技術を活用
した行政の推進に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利
用および特定個人情報の提供に関する条例の一部を
改正する条例

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町使用料条例の一部を改正する条例 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
日野町特定教育・保育施設および特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
の
う
ご
き
／
議
長
コ
ラ
ム
／
編
集
後
記
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公　務　名 場　所 期　間 出　席　議　員
令和６年能登半島地震
緊急支援物資搬送壮行会 その他 日野町役場 １月３日 議長、副議長、福永、松田、

柚木、後藤、西澤

新年あいさつの会 式典 わたむきホール虹 １月４日
議長、副議長、福永、谷口、
松田、柚木、川東、野矢、山本、
髙橋、後藤、西澤

議員OBとの新春懇談会 懇談会 ビジネスグリーンホテル日野 １月４日
議長、副議長、福永、谷口、
松田、柚木、川東、山本、髙橋、
後藤、西澤

滋賀県消防協会日野支部消防出初式 来賓 日野公民館 １月７日 議長、副議長
総務常任委員長

市町村議会議員研修「自治体財政の
見方～健全化判断比率を中心に～」 研修 全国市町村国際文化研修所 １月10日

～11日 加 、後藤

令和６年能登半島地震
被災地支援職員派遣壮行会 その他 日野町役場 １月15日 議長、副議長、福永、松田、

柚木、山本、加 、後藤、西澤

日野小学校６年生による
「まちの幸福論」プレゼンテーション その他 日野小学校 １月18日

副議長、福永、谷口、松田、
柚木、川東、野矢、山本、髙橋、
西澤

市町村議会議員特別セミナー 研修 全国市町村国際文化研修所 １月22日
～23日 福永、野矢

桜谷小学校６年生「桜谷の未来について」
提案発表および議場見学 その他 日野町役場 １月25日 議員全員

農業委員会との懇談会 懇談会 日野町役場 １月25日
副議長、福永、谷口、松田、
柚木、川東、野矢、山本、髙橋、
加 、後藤、西澤

日野町スポーツ協会との意見交換会 懇談会 防災センター研修室 １月29日 総務常任委員
2024「北方領土の日」県民のつどい 構成員 ピアザ淡海 ２月８日 副議長、各常任委員長
日野町国際親善協会理事会 構成員 林業センター ２月13日 総務常任委員長
日野町地域おこし協力隊活動報告会 その他 林業センター ２月16日 議員全員
日野町防災学習会 研修 日野公民館 ２月24日 山本、後藤、中西、西澤

日野町消防団分団別火災防御訓練 来賓 町内 ３月３日 議長、副議長、松田、川東、
後藤

町立小学校卒業式 来賓 各町立小学校 ３月18日 各小学校区議員
株式会社ヒロセ寄贈遊具お披露目式 式典 松尾公園 ３月23日 福永、谷口、髙橋、加 、西澤
地域のつながりを生かしたまちづくり
事業における研修企画

「～地域の資産循環を考える～」
研修 林業センター ３月25日 柚木、野矢、山本、髙橋、加

第75回滋賀県町村議会議長会定期総会 構成員 滋賀県農業教育情報センター ３月27日 議長、副議長、西澤
町議会議長、副議長研修会 研修 滋賀県農業教育情報センター ３月27日 議長、副議長、西澤
蒲生郡町村議会議長会会計監査 構成員 滋賀県農業教育情報センター ３月27日 副議長

議員のうごき議員のうごき （令和６年１月１日～３月31日）

その他	 通常公務として日野町議会定例会・臨時会 
	 一部事務組合　東近江行政組合議会／八日市布引ライフ組合議会／中部清掃組合議会 
	 議長公務　25件　などがあります。

個人情報保護制度の令和５年度運用状況をお知らせします
● 個人情報ファイル簿　２件　　　● 個人情報（自己情報）の開示請求等　０件
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議 長

コ ラ ム

　荒川氏は日野町議会議員として５期20年間の
長きにわたり、地域住民の生活、福祉の充実と町
勢の伸長発展に貢献された功績が認められ、旭日
単光章を受章されました。
　２月６日に役場で伝達式が執り行われました。

　西澤議員は日野町議会議員として15年以上在職
し、長きにわたり議会活動を通じて地方自治の進
展のために大きな役割を果たしていることが認め
られ、全国町村議会議長会から自治功労者表彰を
受章しました。
　３月27日の滋
賀県町村議会議
長会定期総会に
おいて表彰状が
伝達されました。

６
月
定
例
会（
本
会
議
）の
お
知
ら
せ【
予
定
】

　
６
月
３
日（
開
会・提
案
説
明
）	

・13
日（
質
疑・一
般
質
問
）

　
　
　
14
日(

一
般
質
問
）	

・25
日（
採
決・閉
会
）

　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

の
任
期
は
２
年
で
計
８
回

発
行
と
考
え
ま
す
と
、今

号
で
４
回
目
と
な
り
、折
り
返
し
地
点
と
な
り
ま
す
。

　
発
行
ま
で
は
各
号
計
４
回
の
会
議
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
２
時

間
半
～
３
時
間
ほ
ど
要
し
、「
住
民
の
み
な
さ
ま
と
議
会
を
つ
な

ぐ
広
報
誌
」を
念
頭
に
置
き
、「
こ
の
書
き
方
で
伝
わ
る
の
か
」

「
読
み
や
す
い
の
か
」「
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
の
か
」と
い
っ
た

こ
と
を
中
心
に
、表
紙
の
レ
イ
ア
ウ
ト
か
ら
裏
表
紙
の
構
成
ま

で
全
ペ
ー
ジ
に
対
し
て
議
論
を
交
わ
し
、作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

最
後
は
二
人
一
組
に
な
り
担
当
し
て
い
る
数
ペ
ー
ジ
を
読
み
合

わ
せ
、誤
字
や
表
現
方
法
の
最
終
確
認
を
丁
寧
に
行
い
ま
す
。

　
と
き
に
は
意
見
が
分
か
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
各
委
員
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。毎
回
少
し
ず
つ
改
良
し
て
い
ま
す

が
、町
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
も
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
て
い
き
た
い

の
で
ご
感
想
や
ご
要
望
を
聞
か
せ
て
頂
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

�

谷
口 

智
哉

　
皆
さ
ま
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
を
反
映
し
、分
か
り
や
す
く・読

ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、メ

ー
ル
や
手
紙
、ハ
ガ
キ
等
で
も
ご
意
見
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
宛
先
は
、裏
表
紙
の
下
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
は
被
災
地
の

日
常
を
奪
い
、多
く
の
方
々
は
今
も
な
お
不
安
の

中
に
お
ら
れ
ま
す
。そ
の
よ
う
な
状
況
で
私
た
ち

に
求
め
ら
れ
る
の
は
弱
い
立
場
に
置
か
れ
た
人
々

に
寄
り
添
い
、支
え
る
こ
と
で
あ
る
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　
住
民
の
皆
様
の
中
に
は
応
援
の
た
め「
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
」を
活
用
し
、被
災
地
支
援
に
ご

協
力
く
だ
さ
る
方
も
多
く
、日
野
町
か
ら
は
約

6
0
0
万
円
を
関
係
自
治
体
に
お
送
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。ご
協
力
頂
い
た
皆
様
に
敬
意
を

表
す
る
と
共
に
、被
災
さ
れ
た
方
が
一
日
も
早
く

元
の
生
活
に
戻
れ
ま
す
よ
う
念
願
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
国
会
で
は
政
治
と
カ
ネ

の
問
題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、被
災
地
支
援

に
関
す
る
審
議
は
な
い
が
し
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
気
持
ち
に
応
え
支
援
の
舵
を
取
る
べ
き
は

他
な
ら
ぬ
政
治
で
あ
り
ま
す
。被
災
さ
れ
た
能
登

半
島
の
関
係
市
町
の
復
興
支
援
が
最
優
先
に
な
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

　
町
内
に
お
い
て
も
政
治
の
役
割
は
一
層
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
は

予
想
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
進
行
し
て
お
り
、限

界
集
落
の
増
加
も
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。厳
し
い
財

源
の
中
で
は
コ
ス
ト
的
な
議
論
が
勢
い
づ
く
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。そ
の
度
に「
住
民
福
祉
と
は
な

ん
ぞ
や
」と
の
大
原
則
に
立
ち
返
っ
て
、目
先
の
コ

ス
ト
よ
り
住
民
生
活
を
第
一
に
、よ
り
一
層
、福
祉

充
実
の
町
に
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

元日野町議会議員 荒川武雄氏元日野町議会議員 荒川武雄氏（川原）（川原）
高齢者叙勲（旭日単光章）高齢者叙勲（旭日単光章）

西澤正治議員西澤正治議員（鎌掛）（鎌掛）　　
全国町村議会議長会自治功労者表彰全国町村議会議長会自治功労者表彰

編
集
後
記

「
議
会
だ
よ
り
」へ
の
ご
意
見
を

�

お
寄
せ
く
だ
さ
い

議
長 

杉
浦 

和
人

住
民
に

寄
り
添
っ
た

�

政
治
を

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
公
務
の
紹
介
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議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん
議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん

まちの幸福論

2024「北方領土の日」
県民のつどい

　１月18日に日野小学校において６年生の児童が、
1月25日には桜谷小学校6年生の児童が、議場で「ま
ちの幸福論」について私たち議員にプレゼンテー
ションをしてくれました。発表内容は日野町の良い
ところを伸ばしていくアイデアや、現状の課題を解
決する案や防災についてなどの提案でした。活発な
提案に驚いたり、感心させられました。今後のまち
づくりに生かしたいです。

　２月８日に、ピアザ淡海にて開催された「北
方領土の日」県民のつどいに参加しました。
　「私たちと北方領土作文コンクール」の発表
や講演会、視察報告等が行われました。
　北方領土問題について、共感と理解が深まっ
たつどいとなりました。

各団体との懇談会を実施

　日野町議会では住民の皆さまのご意見を行政に
反映させる目的から議会の委員会ごとに意見交換
を積極的に行っています。産業建設常任委員会で
は１月25日に議員全員が農業委員会との懇談会を
行いました。また総務常任委員会では１月29日に
日野町スポーツ協会と意見交換会を実施しました。
　お聴きしました皆さまの声を、議会活動に反映
してまいります。

蒲
生
氏
郷
公
顕
彰
会
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
も
に
ゃ
ん

発表

式典

懇談会

「議会だより」に関するご意見募集中！書式は問いません。郵送・メールまたは議会事務局までご持参願います。

日野町議会広報

日野町議会 議会だより
◆発行／日野町議会　　◆編集／議会広報常任委員会

〒529-1698 滋賀県蒲生郡日野町河原一丁目1番地
☎0748-52-6551　Fax0748-52-2044
メールgikai@town.shiga-hino.lg.jp


